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「
五
月
病
」

と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
四
月
に

期
待
を
胸
に
新

し
い
生
活
を
始

め
た
も
の
の
、

一
月
経
つ
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
明
け
ご
ろ
か
ら
、
ス
ト
レ

ス
の
た
め
に
や
る
気
を
失
う

現
象
だ
と
言
わ
れ
る
▼
一
人

暮
ら
し
を
始
め
る
、
長
距
離

通
学
を
始
め
る
、
新
し
い
友

達
と
出
会
う
、
厳
し
そ
う
な

教
授
の
授
業
を
聞
く
な
ど
、

新
学
期
を
迎
え
た
学
生
は
生

活
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、

そ
れ
だ
け
に
ス
ト
レ
ス
も
大

き
い
▼
し
か
し
、
実
は
教
員

も
五
月
病
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
今
年
の
学
生
は
ど
ん
な

だ
ろ
う
、
今
年
は
こ
ん
な
ふ

う
に
授
業
を
変
え
て
み
よ
う

と
、
新
年
度
に
備
え
た
教
員

も
「
期
待
を
胸
に
」
教
室
へ

と
向
か
う
。
そ
こ
で
目
を
輝

か
せ
た
学
生
と
出
会
え
ば
、

七
月
ま
で
の
授
業
は
生
き
て

く
る
。
が
、
何
を
考
え
て
い

る
か
つ
か
め
な
い
集
団
に
向

か
っ
て
い
る
と
、
期
待
は
重

圧
と
な
る
▼
こ
の
授
業
を
選

ん
だ
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

平
凡
な
質
問
だ
が
、
必
ず
初

回
の
授
業
で
尋
ね
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
学
生
と
教
員
と

の
間
に
接
点
が
で
き
る
と
、

双
方
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
は

か
な
り
解
消
で
き
る
。
大
学

も
人
と
人
が
作
る
場
で
あ

り
、
そ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大
切
だ

と
感
じ
て
い
る
。

（
大
津
留�
北
川
�智
恵
子
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関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本

方
針
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に
基
づ
く
行
動
計
画
に
つ
い
て
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応
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こ
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私が大学の教員になったのは、今から６年前にさか
のぼる。当時は大学院を出てすぐの赴任で、何もかも
が初めての経験だった。そして今年、本学に赴任し、
新しい授業や研究、学内業務にチャレンジできる環境
をいただいた。４月はさまざまなことに慣れるだけで
精一杯ではあるが、２回目の新入社員気分を楽しんで
いるところである。
一般企業では今年もたくさんの新入社員を迎え、ト
ップが訓示を行った。たとえば、ある家電業界の社長
は、「『バスに乗り遅れるな』ではなく、バスの前を走
らねばならない」と話し、時代後れの考え方やシステ
ムを維持する受動的な姿勢ではなく、変化を創り出す
心意気の必要性を指摘した。また、百貨店業界のある
社長は、「変化しないリスクを恐れ、真の顧客満足に挑
戦してほしい」と述べて、顧客の視点に立った店舗運
営の重要性を説いている。さらに、衣料品専門チェー
ンの社長は、「一つのことを極めるには１０年かかるだろ
う。自分が何をやりたいか見極めて努力してほしい」
と話している。
日本の企業を取り巻く環境は、人口減少社会、少子
高齢化の進行に伴って、国内市場は飽和状態となり、
厳しい状況が続いている。競争に勝ち抜くためにはグ
ローバル化や情報化など、取り組まなければならない
課題が山積している。また、日本は中小企業が多いた
め、規模の大きい欧米企業と対峙するには企業の合従
連衡が不可欠である。仮に、業績が堅調な企業でも、
気を緩めれば一気に失速し、他企業と形勢が逆転する
ことになるかもしれない。そういう環境の中、企業
は、時代の流れを読み瞬時に対応する能力と共に、短
期間で移り変わる時流に流されることなく長期的スパ
ンで物事を見据える能力をも求めているようである。
このような企業の新入社員が置かれている状況と大
学教員である私の立場は、必ずしも同じものではな
い。しかし、私にも参考になる部分は大いにある。私
は企業間ネットワークにおける在庫極小化問題を扱う
サプライチェーン研究に従事している。サプライチェ
ーンは流通と交通の境界領域であるので、常に新しい
視点を探しつつモデルを形作っていく必要に迫られて
いる。一方、研究の型は一朝一夕に完成するものでは
なく、長期的スパンで一つ一つ積み上げ強固にしてい
くものでもある。
今年、政策創造学部は約５００人の新入生を迎えた。彼
らとともに新たな気持ちで、新しい政策創造学部を作
り上げていく一助になれればと考えている。

（政策創造学部准教授）

宮宮
下下

真真
一一
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学
校
法
人
関
西
大
学
と
北
陽
高
等
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法

人
福
武
学
園
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
四
月
一
日
を

期
日
と
し
て
両
法
人
を
合
併
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に
至

り
、
去
る
三
月
十
五
日
に
基
本
契
約
を
締
結
し
た
。
合
併
後
、

学
校
法
人
福
武
学
園
は
解
散
し
、
同
法
人
が
運
営
す
る
北
陽
高

等
学
校
は
名
称
を
「
関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
」
に
変
更
し
、

学
校
法
人
関
西
大
学
の
二
番
目
の
併
設
高
校
と
な
る
。

北
陽
高
等
学
校
は
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
年
）
三
月
に

設
立
さ
れ
た
八
十
年
の
歴
史
を

有
す
る
男
子
校
で
、
こ
れ
ま
で

に
三
万
人
を
超
え
る
Ｏ
Ｂ
を
世

に
送
り
出
し
て
い
る
。

「
知
・
徳
・
体
」の
調
和
の
と
れ

た
人
間
育
成
を
教
育
理
念
と
し

て
、文
武
両
道
、質
実
剛
健
の
伝

統
を
今
に
継
承
し
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
の
北
陽
と
し
て
つ
と
に

有
名
で
、
特
に
本
年
は
、
第
七

十
九
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大

会
へ
出
場
し
、
校
内
も
野
球
部

の
奮
闘
に
沸
き
立
っ
た
。

教
育
面
で
は
、
創
立
八
十
周

年
を
機
に
コ
ー
ス
制
を
再
編
す

る
と
と
も
に
平
成
二
十
年
度
か

ら
共
学
化
を
進
め
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
磨
き
、
学
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の

時
代
を
迎
え
、
生
徒
数
が
大
き

く
減
少
す
る
中
で
、
北
陽
高
等

学
校
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
が
、
元
々
、

大
き
な
規
模
の
学
校
で
は
な

く
、
単
独
校
の
力
に
も
限
界
が

あ
り
、
単
な
る
推
薦
枠
の
提
携

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
強
い
提

携
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
今
回
の
合
併
は
、
北

陽
高
等
学
校
に
と
っ
て
生
徒
募

集
面
で
強
い
訴
求
効
果
が
あ

り
、
関
西
大
学
と
し
て
も
併
設

高
校
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
双
方
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
だ
と
判

断
さ
れ
、
関
西
大
学
と
の
統
合

が
発
案
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
平
成
十
八
年

十
一
月
六
日
に
学
校
法
人
福
武

学
園
の
福
武
道
裕
理
事
長
か
ら

本
法
人
に
対
し
て
、
両
法
人
の

合
併
に
つ
い
て
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、平
成
十

九
年
三
月
中
に
結
論
を
得
る
こ

と
を
目
途
に
、
両
者
間
で
の
協

議
お
よ
び
内
部
で
の
検
討
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
こ
の
申
し
出

を
受
諾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
日
、
学
齢
人
口
の
減
少
に

よ
り
大
学
も
高
等
学
校
も
厳
し

い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

大
学
と
高
等
学
校
が
緊
密
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
相
乗

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
お
互
い
の
発
展
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
が
各
地
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
関
西
大

学
と
北
陽
高
等
学
校
は
統
合
に

よ
り
双
方
の
教
育
の
充
実
発
展

に
つ
な
が
る
と
の
判
断
を
下

し
、
合
併
の
合
意
に
達
し
た
。

関
西
大
学
は
現
在
、
系
列
の

高
校
を
一
校
し
か
持
っ
て
お
ら

ず
、
既
存
の
併
設
校
の
活
性
化

を
図
る
う
え
で
も
、
か
ね
て
か

ら
併
設
校
を
増
設
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
併
設
校
を
持
つ
意

義
は
、
建
学
の
理
念
を
体
現
す

る
優
秀
な
学
生
の
安
定
確
保
に

あ
る
。

今
回
、
福
武
学
園
か
ら
統
合

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
こ
れ
を
受
諾
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
最

も
大
き
な
理
由
は
福
武
学
園
の

建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
に
賛

同
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
福
武
学
園
は
本
学
の
理
念

で
あ
る
「
学
の
実
化
」
を
創
建

し
た
故
山
岡
順
太
郎
学
長
の
子

息
が
創
設
し
た
学
園
で
、
山
岡

順
太
郎
の
理
想
と
し
た
教
育
理

念
が
み
ご
と
に
息
づ
い
て
お

り
、
本
学
の
併
設
校
た
る
に
ふ

さ
わ
し
い
学
園
で
あ
る
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
る
。

▼
合
意
内
容
の
骨
子

ア

学
校
法
人
福
武
学
園
は
解

散
し
、
学
校
法
人
関
西
大
学

が
合
併
期
日
に
お
け
る
学
校

法
人
福
武
学
園
の
権
利
義
務

一
切
を
承
継
す
る
。

イ

合
併
の
期
日
は
平
成
二
十

年
四
月
一
日
と
す
る
。

ウ

北
陽
高
等
学
校
は
、
合
併

後
、「
関
西
大
学
北
陽
高
等
学

校
」
に
名
称
を
変
更
す
る
。

エ

両
法
人
は
、
生
徒
の
学
力

向
上
の
た
め
に
、
コ
ー
ス
の

再
編
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
等
の
必
要
な
具
体
的
方
策

を
鋭
意
検
討
す
る
も
の
と
す

る
。

■立 地
【所 在 地】大阪市東淀川区上新庄１

丁目３番２６号
２３，０２４．７６�（６，９７７．２坪）
（阪急京都線「上新庄
駅」南出口から南西へ徒
歩８分）

【校外施設】摂津市東別府３―６８８
１３，４９０．７３�（４，０８８．１坪）
（阪急京都線「正雀駅」
から南へ徒歩２０分

■校名の由来
「山の南を陽と名づく」という古辞

により、千里山の南（陽）、淀川の北に
位置することから、「北陽」と名付けら
れた。

■生徒募集内容（２００７年度）
普通科 ３００人
アドバンスコース ８０人
（２００８年度入学生から共学化の
予定）

スタンダードコース １６０人
キャリアコース ３０人
スポーツコース ３０人

■教職員数（２００７年４月１日現在）
専任教員：４５人、常勤教員：５人、

非常勤教員：１５人、事務職員：６人、
合計７１人
■主なＯＢ
阿部甚吉氏（元日本弁護士連合会会

長）、稲野治兵衛氏（元学校法人関西大
学理事長、元毎日新聞社代表取締役専
務取締役）、岡田彰布氏（プロ野球監
督）、西村昭宏氏（プロサッカーＧＭ）、
小西浩文氏（登山家）

関
西
大
学
と
北
陽
高
等
学
校

と
は
深
い
縁
が
あ
る
。
北
陽
高

等
学
校
は
大
正
十
四
年
に
北
陽

商
業
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。

創
始
者
の
山
岡
倭
氏
は
関
西
大

学
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
山
岡

順
太
郎
の
子
息
で
あ
り
、
初
代

校
長
の
糸
島
實
太
郎
氏
は
関
西

大
学
専
門
部
経
済
学
科
の
出
身

で
あ
る
。

当
時
、
関
西
大
学
学
長
で
あ

っ
た
山
岡
順
太
郎
は
本
学
の
教

育
理
念
で
あ
る
「
学
の
実
化
」

を
創
建
し
た
。
社
会
に
開
か
れ

た
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る

学
問
を
提
唱
し
、「
学
問
と
実
際

と
の
調
和
」「
国
際
的
精
神
の
涵

養
」「
外
国
語
学
習
の
必
要
」「
体

育
の
奨
励
」
を
教
育
の
柱
と
し

た
。
こ
の
教
育
理
念
は
北
陽
高

等
学
校
に
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
は
、
高
校
ま
で
の

人
間
形
成
の
基
礎
作
り
の
期
間

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
北
陽
高
等
学
校
は
、

「
智
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と

れ
た
人
間
育
成
を
教
育
理
念
と

し
て
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健

の
伝
統
を
今
に
継
承
し
て
お

り
、
山
岡
順
太
郎
の
理
想
と
し

た
教
育
理
念
が
脈
々
と
息
づ
い

て
い
る
。

平
成
二
十
年
、
北
陽
高
等
学

校
は
、
男
女
共
学
に
よ
る
「
関

西
大
学
北
陽
高
等
学
校
」
と
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
歩
み
始
め

る
こ
と
に
な
る
。
百
二
十
一
年

の
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
関
西

大
学
、
そ
の
自
由
で
溌
剌
と
し

た
精
神
を
受
け
継
い
で
、
充
実

し
た
教
育
を
貫
徹
し
つ
つ
、
自

由
で
明
る
い
校
風
を
実
現
し
て

い
く
。

両
法
人
は
、
合
併
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
合
併
に
向
け
て

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い

く
。
特
に
、
北
陽
高
等
学
校
の

教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
関
西

大
学
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
行
い
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
一
層
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
改

革
を
実
現
す
る
た
め
、
当
校
の

歴
史
と
伝
統
、
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
充
実
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

▼
教
育
理
念
に
つ
い
て

関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
で

の
教
育
は
、
勉
強
と
課
外
活
動

の
両
立
に
よ
る
文
武
両
道
を
基

本
と
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
と
自
立
心
を
尊
重
す
る
も

の
と
す
る
。

本
校
で
の
学
び
を
通
じ
、
関

西
大
学
の
教
育
を
受
け
る
に
ふ

さ
わ
し
い
基
礎
学
力
と
、
未
来

を
生
き
抜
く
精
神
力
、
柔
軟
な

思
考
力
を
身
に
つ
け
、
や
が
て

は
「
関
西
大
学
か
ら
世
界
へ
」

と
、
無
限
の
可
能
性
を
大
き
く

開
花
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校

は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
と

希
望
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
最

大
限
の
努
力
で
応
援
す
る
学
校

を
め
ざ
す
。

▼
内
部
進
学
に
つ
い
て

北
陽
高
等
学
校
か
ら
関
西
大

学
へ
の
内
部
進
学
に
つ
い
て

は
、
合
併
推
進
協
議
会
の
場
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を

提
案
し
、
同
校
の
理
解
と
協
力

を
得
た
う
え
で
、
生
徒
の
学
力

向
上
と
進
路
希
望
の
実
現
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
併
設
校
だ
か
ら
と
い
っ
て

自
動
的
に
進
学
を
保
証
す
る
も

の
で
は
な
い
。

合
併
以
前
に
入
学
し
、
在
籍

す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
入
学
枠
を
設
定
し
て
生
徒
が

目
標
を
も
っ
て
努
力
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

合
併
後
、
新
た
に
入
学
す
る

生
徒
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学

へ
の
進
学
を
想
定
し
た
コ
ー
ス

を
創
設
し
て
、
段
階
的
に
内
部

進
学
の
体
制
を
整
備
・
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
認
可
申
請
の
手
続
き

ア

両
法
人
連
名
の
合
併
認
可

申
請
書
を
大
阪
府
経
由
で
文

部
科
学
省
に
提
出
す
る
。

イ

認
可
後
、
債
権
者
保
護
手

続
、登
記
に
よ
り
完
了
す
る
。

ウ

併
せ
て
、
大
阪
府
に
設
置

者
変
更
の
認
可
申
請
書
を
提

出
す
る
。

スポーツクラブ

サッカーの北陽、野球の北陽とよく
言われる。サッカー部は３０回以上の全
国大会出場、また硬式野球部も春夏合
わせて１０回以上の甲子園出場を果たし

ている。両クラブのＯＢの中にはＪリ
ーグやプロ野球で活躍している選手も
いる。時々Ｊリーグの選手がグラウン
ドに来て熱心に後輩を指導する姿を見
かけることもある。

�硬式野球部
【大会実績】
甲子園１４回出場 夏６回、選抜８回

全国 準優勝／１回、ベスト４／２回
近畿 優勝／３回、準優勝／５回

�サッカー部
【大会実績】
全国大会 ３４回出場（総体２１回、選

手権１０回、全日本ユース５回）
全国 優勝２回、準優勝１回、３位５回

今
回
、
学
校
法
人
福
武
学
園

が
解
散
さ
れ
、
そ
の
後
の
北
陽

高
等
学
校
の
将
来
を
本
法
人
に

託
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本

法
人
が
引
き
継
い
だ
重
大
な
責

務
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を

致
す
と
と
も
に
、
滔
々
た
る
時

代
の
流
れ
の
な
か
、
一
旦
は
枝

分
か
れ
し
た
川
が
八
十
年
余
の

旅
路
の
後
に
合
流
し
た
か
の
感

が
あ
る
。
北
陽
高
等
学
校
の
充

実
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
す
こ

と
に
よ
り
、
関
西
大
学
の
総
合

学
園
と
し
て
の
一
層
の
発
展
を

期
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

�ジャズバンド部
ジャズバンドは吹奏楽部と違い、ジ

ャズを中心とした演奏をするためのフ
ルバンドである。活動は多方面にわた
り、高い評価を得ている。
【活動実績】
スチューデントフェスティバルにて

（日本学校ジャズ教育協会会長賞、神
戸市長賞優秀賞、神戸市民文化振興財
団賞、サンテレビ賞、バークリー音楽
大学特別賞）
全国選抜スチューデントフェスティバ
ル出場

��
スス
ポポ
ーー
ツツ
のの
北北
陽陽
高高
校校
��がが
関関
大大
第第
二二
のの
併併
設設
高高
校校
にに

来
年
４
月

�関西大学と�福武学園が合併へ

３
関
西
大
学
と
の
縁
と

北
陽
高
等
学
校
の
教
育
理
念

１
合
併
の
経
緯

４
今
後
の
計
画

５
お
わ
り
に

２
合
併
の
主
旨

北陽高等学校の概要

（２）平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号
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学位取得�

学位記授与式が、３月２３日に関西大
学会館４階大集会室で行われ、次の４０
氏に関西大学から学位が授与された。
被授与者の学位および博士論文名は

次のとおり。

【課程博士２９人】
○莵原 美和／博士（文学）
「シャーロット・ブロンテの「イギリ
ス」と「異国」に対する態度の二面性
について」
○土井 喜美子／博士（文学）
「ロレンスと自然」
○廣田 典子／博士（文学）
「感情の主体となる所有格の意味構造
について―心理動詞派生名詞，
Objective possessor，再帰構造の視点
から―」
○垣見 修司／博士（文学）
「萬葉集巻十三の歌群と編纂」
○田中 葵／博士（文学）
「遠藤周作文学作品論―その文学的特
質について―」
○櫻木 潤／博士（文学）
「御霊信仰の源流と最澄・空海」
○王 力／博士（文学）
「近代在華日本領事通商報告の研究」
○塩山 正純／博士（文学）
「初期中国語訳聖書の系譜に関する研
究」
○賀納 章雄／博士（文学）
「南島における伝統的畑作穀類栽培に
関する文化地理学的研究」
○岩� 利彦／博士（経済学）
「カナダにおける無料医療の発展とそ
の課題についての研究」
○王 �虹／博士（商学）
「中国のＢ株市場の研究」
○後藤 こず恵／博士（商学）
「ブランド戦略におけるパーソナリテ
ィの研究」
○曹 陽／博士（社会学）
「性行動を規定する性態度の形成過程
およびその影響要因の解明―中国北京
市の若者を対象としたアンケート調査
に基づいて―」
○浅川 雅美／博士（社会学）
「テレビＣＭの視聴印象に関する実証
分析」
○黒田 文月／博士（社会学）
「破壊的カルト脱会後における心理的
援助」
○池辺 正典／博士（情報学）
「ドキュメント情報の抽出と分析及び
利活用に関する研究」
○物部 寛太郎／博士（情報学）
「空間情報の利活用に関する研究」
○吉田 博哉／博士（情報学）
「移動体の流動計測システムに関する
研究」
○中津 功一朗／博士（情報学）
「被災ネットワーク復旧計画策定への
遺伝的アルゴリズムの応用」
○佐藤 知広／博士（工学）
「分子動力学法を用いた形状記憶合金
の微視的機構に関する研究」
○	田 茂則／博士（工学）

「高速回転するディスク円板を有する
ヘッドディスクアッセンブリ機構のデ
ィスクフラッタに関する研究」
○牧 伸行／博士（工学）
「エチレン系カリウムアイオノマーの
電荷挙動解析」
○和田 環／博士（工学）
「Development of Environmentally
Friendly Waterborne Coating
Materials for Architecture」
○加藤 孝／博士（工学）
「Studies on Thermal Conductivity
Applying Aligned Liquid Crystal
Networks」
○
田 雅博／博士（工学）
「Stud i e s on γ― r e s o r c y l a t e
decarboxylase and the enzymes
related to γ―resorcylate metabolism」
○熊谷 彩子／博士（工学）
「緑茶カテキン類並びにその脂肪酸導
入体の抗腫瘍活性及び抗ＭＲＳＡ活性
について」
○前田 泰司／博士（工学）
「ｌ，４―フェニレン基を基本構造にもつ
新規ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤
の創製」
○古山 滋人／博士（工学）
「競合的意思決定状況における意思決
定主体の主観的評価を考慮した行動分
析」
○川村 義治／博士（外国語教育学）
「Studies on the Effect of Hand
Gestures on the Recall of English
Expressions」

【論文博士１１人】
○鍋島 弘治朗／博士（文学）
「比喩（メタファー）―身体性に基づ
いた認知言語学の立場から―」
○勝 道興／博士（文学）
「ニーチェ哲学とその音楽的律動の圏
域」
○伊藤 雅文／博士（文学）
「北陸古墳時代の地域史的研究」
○合田 茂伸／博士（文学）
「製作技術と利用技術からみた近畿弥
生文化の研究」
○大槻 恵美／博士（文学）
「場所の変容と生活に関する地理学的
研究―地域と「風土」に生きる―」
○岡田 光正／博士（経済学）
「コンドラチェフ経済動学の世界―長
期景気波動論と確率統計哲学―」
○野間 正泰／博士（工学）
「ジャーナル軸受内潤滑流体のテーラ
ー・クエット流れとキャビティ流れに
関する実験的研究」
○田岡 義文／博士（工学）
「自動車の動的安全性、動的快適性向
上に関する研究」
○窪田 諭／博士（工学）
「道路構造物のライフサイクル情報管
理に関する研究」
○竹原 和夫／博士（工学）
「Parallel Computing Technique
using Cluster and Grid Computing
for Large―Sca l e S t ruc tura l
Analysis」
○田中 健嗣／博士（工学）
「棒状物体旋回流搬送における３Ｄ―
ＰＩＶによる流れの可視化とモーダル
ウェーブレットによる解析」

関
西
大
学
博
物
館
や
年
史
編

纂
室
な
ど
が
入
っ
て
い
る
「
関

西
大
学
簡
文
館
」
が
三
月
十
六

日
、
文
化
庁
か
ら
「
登
録
有
形

文
化
財
（
建
造
物
）」
に
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
簡
文
館
」
は
関
西
大
学
に

現
存
す
る
最
も
古
い
建
物
で
、

昭
和
三
年
に
大
学
図
書
館
と
し

て
建
築
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
に

大
幅
な
増
築
を
受
け
た
。
現
存

す
る
円
形
の
建
物
は
、
こ
の
と

き
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
設
計
を

担
当
し
た
の
が
、
昭
和
四
十
二

年
に
文
化
勲
章
を
受
章
す
る
建

築
家
、村
野
藤
吾
氏
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
、
図
書
館
機
能

が
新
た
に
完
成
し
た
総
合
図
書

館
に
移
転
し
た
あ
と
に
研
究
施

設
が
入
り
、「
簡
文
館
」
と
い
う

名
称
も
こ
の
と
き
に
付
け
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
平
成
六
年
に
博

物
館
が
開
設
さ
れ
、
「
簡
文

館
」
の
新
た
な
活
用
が
始
ま
っ

た
。
平
成
十
八
年
四
月
、
東
西

学
術
研
究
所
が
児
島
惟
謙
館
へ

移
転
、
そ
の
あ
と
に
大
学
の
歴

史
資
料
を
展
示
す
る
年
史
資
料

展
示
室
が
平
成
十
八
年
十
月
に

設
置
さ
れ
、
現
在
は
博
物
館
と

相
ま
っ
て
関
西
大
学
の
文
化
ゾ

ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

現
在
、
年
史
資
料
展
示
室
で

は
「
簡
文
館
」
が
登
録
有
形
文

化
財
に
選
定
さ
れ
た
の
を
記
念

し
て
、
特
別
企
画
展
「
簡
文
館

も
の
が
た
り
」
を
開
催
し
て
い

る
。

（
関
西
大
学
博
物
館
）

本
年
四
月
一
日
付
で
名
誉

教
授
の
称
号
が
次
の
十
氏
に

授
与
さ
れ
た
。

文
学
部

岡
村

達
雄

〃

森
瀬

壽
三

〃

吉
田

永
宏

経
済
学
部

市
川

浩
平

商
学
部

井
上

昭
一

社
会
学
部

妹
尾

剛
光

工
学
部

藤
田

武
良

〃

三
上

市
�

〃

山
村

正
俊

外
国
語
教
育
研
究
機
構

デ

ト
レ
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
シ
ャ
ウ
ヴ
ェ
ッ
カ
ー

（
敬
称
略
）

第
一
学
舎
一
号
館
お
よ
び
第

四
学
舎
三
号
館
の
地
鎮
祭
が
、

そ
れ
ぞ
れ
四
月
九
日
、
十
九
日

に
挙
行
さ
れ
、
い
ず
れ
も
森
本

靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一
学

長
を
は
じ
め
と
し
て
、
約
百
人

の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

既
存
の
第
一
学
舎
一
号
館

は
、
昭
和
三
十
年
に
建
設
さ

れ
、
耐
用
年
数
の
超
過
等
に
よ

り
建
て
替
え
の
時
期
に
あ
た
る

た
め
、
授
業
の
円
滑
化
、
教
育

環
境
の
整
備
、
充
実
お
よ
び
安

全
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
新

た
に
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
地
上
六
階
、
延
床
面
積
約
一

万
一
千
三
百
平
方
�
の
広
さ
と

な
る
。

第
四
学
舎
三
号
館
は
、
理
工

系
新
三
学
部
の
教
育
、
研
究
施

設
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

硬
式
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
加
え

て
、
雨
天
時
の
屋
内
練
習
場
の

確
保
な
ど
、
課
外
活
動
等
の
整

備
、
充
実
を
図
る
目
的
で
建
築

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
五

階
、
延
床
面
積
約
五
千
六
百
平

方
�
の
広
さ
と
な
る
。

竣
工
は
い
ず
れ
も
平
成
二
十

年
三
月
の
予
定
。

平
成
十
九
年
度
教
育
懇
談
会

の
日
程
が
次
の
と
お
り
決
定
し

た
。

【
本
学
】

五
月
二
十
日
（
日
）

【
地
方
】

八
月
三
日
（
金
）
東
京
都
・
米

子
市

八
月
五
日
（
日
）
名
古
屋
市
・

岡
山
市

八
月
二
十
四
日
（
金
）
熊
本
市

八
月
二
十
六
日
（
日
）
鹿
児
島

市
・
福
井
市

八
月
二
十
八
日
（
火
）
富
山
市

九
月
二
日
（
日
）
松
山
市
・
山

口
市

九
月
四
日
（
火
）
徳
島
市
・
佐

賀
市

九
月
九
日
（
日
）
札
幌
市

九
月
十
六
日
（
日
）
新
潟
市

九
月
三
十
日
（
日
）
奈
良
市
・

姫
路
市

十
一
月
四
日
（
日
）
和
歌
山
市

（
教
育
後
援
会
）

可
能
性
広
げ
る

講
座
の
活
用
を

国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座

「
主
要
五
科
目
コ
ー
ス
」、
司
法

講
座
「
基
礎
コ
ー
ス
」、
司
法
書

士
対
策
講
座
は
四
月
か
ら
開
始

し
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
で
も

受
講
可
能
で
す
。
詳
細
は
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
六
月
八
日
（
金
）
か

ら
開
講
す
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対

策
講
座
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
出
版
・
広
告
、
放
送

の
三
つ
の
業
界
別
ク
ラ
ス
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
九
月
か
ら
開
講
す

る
社
会
保
険
労
務
士
講
座
、
十

一
月
か
ら
開
講
す
る
公
認
会
計

士
入
門
講
座
、
税
理
士
講
座
も

引
き
続
き
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、「
講
座
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

●
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
に

よ
る
相
互
評
価
な
ら
び
に
認
証

評
価
結
果

本
学
は
、
財
団
法
人
大
学
基

準
協
会
に
よ
る
相
互
評
価
な
ら

び
に
認
証
評
価
を
受
け
、「
評
価

の
結
果
、
貴
大
学
は
本
協
会
の

大
学
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と

認
定
す
る
。
認
定
の
期
間
は
二

〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
」
と

の
認
定
を
受
け
た
。
併
せ
て
、

教
育
研
究
活
動
の
一
層
の
充
実

の
た
め
、「
長
所
と
し
て
特
記
す

べ
き
事
項
」、「
助
言
」
の
提
言

を
受
け
た（「
勧
告
」は
な
し
）。

本
学
で
は
、「
助
言
」
を
受
け
た

項
目
に
留
ま
ら
ず
、
更
な
る
改

善
・
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
学
生
を
は
じ
め
関
係
の
み

な
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
教
育
研
究
活
動
の
質
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
大
阪
市
教
育
委
員
会
と
連
携

協
定
を
締
結

本
学
と
大
阪
市
教
育
委
員
会

は
、
大
阪
市
が
設
置
を
め
ざ
す

新
商
業
高
等
学
校
（
企
業
経
営

者
や
財
務
の
プ
ロ
の
育
成
を
め

ざ
す
）
に
関
し
て
、
相
互
に
連

携
協
力
し
、
開
校
上
の
諸
課
題

に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に

教
育
内
容
の
充
実
に
資
す
る
た

め
、
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

連
携
協
力
し
て
行
う
事
業
は
、

�
高
等
学
校
と
大
学
の
教
育
課

程
の
接
続
に
係
る
研
究
、

大

学
の
入
学
者
選
考
方
法
に
係
る

研
究
、
�
そ
の
他
、
双
方
が
必

要
と
認
め
る
事
項
で
あ
り
、
事

業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、「
検
討

協
議
会
（
仮
称
）」
も
設
置
の
予

定
で
あ
る
。

●
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連

盟
常
務
理
事
に
学
長
が
就
任

本
学
の
河
田
悌
一
学
長
が
、

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

に
お
け
る
第
四
八
五
回
理
事
会

に
お
い
て
常
務
理
事
（
任
期
�

平
成
二
十
一
年
二
月
ま
で
）
に

選
出
さ
れ
た
。

◆
文
学
部

文
学
部
は
、
文
学
部
学
術
講

演
会
「
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
を
解
体
す
る
―
コ
ミ
ッ
ク
制

作
の
現
場
と
事
情
―
」
を
開
催

す
る
。
大
手
出
版
社
で
活
躍
中

の
マ
ン
ガ
家
三
人
が
、
マ
ン
ガ

制
作
の
ウ
ラ
側
や
日
本
の
マ
ン

ガ
文
化
全
般
に
つ
い
て
講
演
す

る
。
在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一

般
の
方
の
来
場
を
期
待
す
る
。

日

時

五
月
二
十
四
日

（
木
）

十
六
時
二
十
分
〜
十

七
時
五
十
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
学
舎
五
号
館

四
階
Ｅ
四

〇
一
教
室

講
演
者

本
そ
う
い
ち
氏
『
め

ぐ
み
』（
双
葉
社
）、『
コ
ミ
ッ
ク
版

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
』（
宙
出
版
）

葉
月
京
氏
『
恋
愛
ジ
ャ
ン
キ

ー
』（
秋
田
書
店
）、『
Ｗ
ネ
ー

ム
』（
集
英
社
）

緒
方
て
い
氏
『
キ
メ
ラ
』（
集

英
社
）、『
人
造
人
間
カ
テ
ィ
サ

ー
ク
』（
ジ
ャ
イ
ブ
）

司

会

森

貴
史
（
文
学
部

文
化
共
生
学
専
修
准
教
授
）

◆
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科

経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科

で
は
、
次
の
と
お
り
国
際
理
解

を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
を
通

訳
付
き
で
開
催
す
る
。
多
数
の

参
加
を
期
待
す
る
。

日

時

六
月
十
五
日
（
金
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
二
学
舎
新
ゼ
ミ
棟
Ａ
四
一
教

室講

師

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・

ヌ
グ
バ
ネ
氏
（
駐
日
南
ア
フ
リ

カ
特
命
全
権
大
使
）

テ
ー
マ

南
ア
フ
リ
カ
の
開
発

政
策

本
学
に
現
存
す
る
最
古
の
建
物

登録有形文化財に指定

第
一
学
舎
一
号
館

関 西 大 学 簡 文 館

第
四
学
舎
三
号
館

地
鎮
祭
を
挙
行

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

教教
育育
懇懇
談談
会会
今
年
度
の
日
程

平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号（３）



「就職活動なんてまだ先のこと…」
なんて思っているキミ。キャリアデザ
イン（進路形成）はすでにこの時期か
ら始まっているのです。就職活動はキ
ャリアデザインの一部分に過ぎませ
ん。この時期はいろいろなことにチャ
レンジし、自分の成長に繋がる経験を
たくさん積んでください。その経験
の中にこそ、みなさんの進路選択へと
繋がるヒントがあるのですから。授業、
クラブ、サークル、アルバイト…、み
なさんが充実した時間を過ごしなが
ら無理なく＜進路＞を意識できるよ
う、キャリアセンターでは「キャリア
プランニングセミナー」、「ジョブスタ
ディ」を開催しています。まずは気軽
に参加してみよう！

キャリアプランニングセミナー

目的別に4つのシリーズに分けて開
催します。
■ベーシックシリーズ
これから目標を定めたい人、何から

取り組んでよいのかわからない人の
ために職業興味検査や性格検査、ワー
クシート等を用いて職業適性や職業に
ついての理解を深めます。
■自己分析シリーズ
自分らしいキャリアの発見をめざ

すための少人数制セミナー。自己分析
を深め、キャリアの方向性を探索して
いきます。
■コミュニケーションスキルシリーズ
①自己表現力、②職業能力・資質の

向上、③自己理解を深めることを目
的に実施する体験学習シリーズです。
■仕事研究シリーズ
さまざまな職場で活躍中の本学Ｏ

Ｂ・ＯＧによる「ミニ講演＆懇談会」。
パンフレットやＷＥＢとは異なるナマ
の声を聴くことができます。また、6
月には対象を1・2年次生に限定した
本年度初の特別企画を行います。

め
る�始�

農業・林業・漁業�
3人（0.1%）�

合計�
4,098人�
100.0%

製造業�
1006人�
（24.5%）�

建設業　�
177人（4.3%）�

その他　66人（1.6%）�

公務員･教員�
197人（4.8%）�

教育・広告・�
その他サービス業�
533人（13.1%）�

不動産�
72人�

（1.8%）�

金融・�
保険業�
903人�

　（22.0%）�商業�
536人�

（13.1%）�

運輸業　138人（3.4%）�

マスコミ・�
情報通信業�
461人�
（11.2%）�

電気・�
ガス・�
水道業�
6人�

（0.1%）�

農業・林業・漁業�
3人（0.1%）�

合計�
4,098人�
100.0%

製造業�
1006人�
（24.5%）�

建設業　�
177人（4.3%）�

その他　66人（1.6%）�

公務員･教員�
197人（4.8%）�

教育・広告・�
その他サービス業�
533人（13.1%）�

不動産�
72人�

（1.8%）�

金融・�
保険業�
903人�

　（22.0%）�商業�
536人�

（13.1%）�

運輸業　138人（3.4%）�

マスコミ・�
情報通信業�
461人�
（11.2%）�

電気・�
ガス・�
水道業�
6人�

（0.1%）�

平成18年度業種別就職状況�

�

（文系・総合情報学部）
建設業
㈱竹中工務店
製造業
アサヒビール㈱
花王㈱
カゴメ㈱
キリンビール㈱
サントリー㈱
㈱資生堂
シャープ㈱
積水化学工業㈱
武田薬品工業㈱
トヨタ自動車㈱
㈱日立製作所
本田技研工業㈱
松下電器産業㈱
電気・ガス・水道業
関西電力㈱
東京ガス㈱
マスコミ・情報通信業
㈱電通
凸版印刷㈱
西日本電信電話㈱
日本放送協会
運輸業
全日本空輸㈱
西日本旅客鉄道㈱
㈱日本航空
東日本旅客鉄道㈱
商業
伊藤忠商事㈱
丸紅㈱
金融・保険業
㈱大和証券グループ本社
東京海上日動火災保険㈱
野村證券㈱
㈱みずほファイナンシャルグループ
㈱三井住友銀行
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行
公務員・教員
大阪府教員
大阪府警察官
大阪府職員
国家公務員Ⅱ種

（工学部）
建設業
鹿島建設㈱
㈱竹中工務店
製造業
キヤノン㈱
京セラ㈱
シャープ㈱
住友電気工業㈱
積水化学工業㈱
ソニー㈱
大日本印刷㈱
㈱東芝
トヨタ自動車㈱
日産自動車㈱
日本電気㈱
任天堂㈱
㈱日立製作所
富士ゼロックス㈱
富士フイルム㈱
富士通㈱
本田技研工業㈱
松下電器産業㈱
松下電工㈱
マツダ㈱
三菱重工業㈱
電気・ガス・水道業
関西電力㈱
北海道電力㈱
マスコミ・情報通信業
西日本電信電話㈱
日本アイ・ビー・エム㈱
運輸業
全日本空輸㈱
東海旅客鉄道㈱
西日本旅客鉄道㈱
金融・保険業
㈱大和証券グループ本社
野村證券㈱
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行
公務員・教員
大阪府職員
大阪府教員
大阪府警察官

主な就職先（平成18年度）�

鍛�える� 考�
え
る�

昨今は企業の採用活動のスタ
ートが早まってきており、4～
5月には内々定の声が聞こえて
きます。ただし、すべての企業
の採用活動が終了するわけでは
ありません。まだ内定をもらえ
ていない人もまだまだこれか
ら！　この時期に決まるのはほ
んの一握り。焦らずに活動を継
続しましょう。キャリアセンタ
ーでは5月以降もセミナーを開
催し、卒業までみなさんの進路
決定をバックアップします。

め
る�決�

キャリアデザインルーム
みなさん一人ひとり

が将来に抱いている不
安を気軽に相談できる
関西大学ならではのス
ペシャルルーム。
■「キャリア相談」…
進路に関する悩みを
キャリアデザインア
ドバイザーの先生が個別に相談に応じます（要予約）。
■「教職相談」…教員をめざす人の強い味方である
専門のアドバイザーの先生が担当し、採用試験に
向けての勉強方法や面接対策など懇切丁寧に指導
します。

高槻キャンパス・工学部分室
総合情報学部、工学部・理工系3学部学生のキャリア

形成や就職活動を力強く支援するため、キャリアセン
ターのスタッフがそれぞれ常駐し、進路決定や就職活
動のための支援を行っています。また、就職情報資料
室およびキャリアデザインルームの機能も併せ持って
います。

東京センター／中之島センター
首都圏における就職活動支援の場として、東京駅

前に「東京センター」を設けています。情報検索用の
パソコン利用のほか、就職関連誌の閲覧、学割証や
成績証明書などの各種証明書の発行も可能です（た
だし、就職相談は受け付けていません）。
また、大阪「中之

島センター」は法科
大学院のリーガルク
リニックの拠点とし
て知られています
が、大阪市内の就職
活動の拠点としても
活用されています。

ＫＩＰＳ（関西大学インターネット学生就職支援システム）
関大生なら誰でもいつでも利用できる便利な就職支援サイトで

す。主な特徴として…
①約1万8,000社の企業情報が閲覧できます。
②本学に届くすべての求人情報の
検索が可能です。
③1・2年次生にも役立つイベント
情報を掲載しています。
④就職・進路に関するさまざまな
学内行事を関大生のためだけに
タイムリーに掲載しています。
また、就職活動中の卒業生も利

用可能です（利用に際しては登録
が必要です）。

新学期が始まって1カ月…。みなさんはどんな1年にするために、
どのような計画を立てましたか？
大学生活の4年間は、長いようで短く、短いようで長く、感じ方は

人それぞれです。ただ、みなさんが“何か”を成し遂げ、成長するには
十分な時間であることは確かです。ただなんとなく大学生活を終え
るのではなく、いつか大学生活を振り返った時に、自分らしい有意
義な時間であるようにしたいものです。その内容や方法はひとそれ
ぞれですが、限られた時間の中でしっかりと“自分らしさ”に磨きをか
けてください。
卒業後の進路や、いずれその時期を迎える就職活動について不

安を抱いている人も多いかもしれませんが、しっかり準備さえしてお

けば心配することはありません。いつの時代も同じですが、社会は
目標をしっかり持ち、それに向かって努力する習慣のある学生を求
めています。なぜなら、社会人になった後の仕事もその繰り返しだ
からです。逆に、その習慣が身についていない人は難しい進路選択
や就職活動を迎えることになります。
自分の目標に向かって何かを始めようとする時、その時期が＜早
過ぎる＞なんていうことはありえません。また、進路は就職活動だけ
で決まるものでもありません。キャリアセンターでは、みなさんの進
路選択における“安心”と“自信”をサポートします。今回はキャリア
センターが誇る1年次生から卒業後までの段階に応じたサポートプ
ログラムを紹介します。みなさん！ ぜひ有効に活用してください！

サポートプログラムを�
体験して�

２００６年３月法学部 法律学科卒業�

小西 由美�
〈株式会社資生堂勤務〉�

業界研究、個別企業研究、自己分析など�
就職活動に活かせる多彩なキャリアサポート。�

関西大学のキャリアサポートは、種類が豊富なうえ
に、一歩踏み込んだ“使える”内容が特徴。たとえば
「業界研究会」は、業界の客観的な状況が聞けるから
情報収集に最適です。気になる企業の人事担当者に
じっくり話を聞くなら「企業研究会・合同企業研究会」
がオススメです。仕事内容、配属先、福利厚生などに
ついて、つっこんだ質問もできます。また模擬面接は、
企業の人事担当者が教壇に立って“人事が見る視点”
で指導。選ぶ側の気持ちがつかめ、すごくいい勉強に
なりました。もう一つ、3年次就職ガイダンスでの「自
己分析」も見逃せません。必ず就職活動に活きてくる
ので、ぜひやっておいてください。

関
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ツ
ー
ル
を

活
用
し
よ
う
！

ＰＬＡＣＥＭＥＮＴ ＢＯＯＫ
関大生の就職活動に

必携バイブル『ＰＬＡＣＥ
ＭＥＮＴ ＢＯＯＫ』。マニ
ュアル編は就職活動の
すべてが持ち運び便利
な手帳サイズにわかり
やすくまとめられてお
り、10月の進路登録
票提出時に配布します。
データ編は先輩の進路
をさまざまな角度から統計した資料となっ
ており、千里山キャンパス就職情報資料室、
および高槻キャンパス分室で閲覧できます。

充
実
し
た
環
境
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

開
室
時
間�

＜高槻キャンパス分室＞�
月～水・金曜日…９：００～１７：００�
木曜日……………９：００～１９：００�
（１２：３０～１３：３０は昼休み）　※土日祝は閉室�

＜工学部分室＞�
月～土曜日………９：００～１７：００�
（１２：３０～１３：３０は昼休み）　※日祝日は閉室�

■公務員試験対策
各種公務員採用試験の説明会を春と秋に学内で開催しています。この説

明会は申し込み不要で1年次生から自由に参加できます。また、キャリア
デザインルームには、公務員関係の図書･雑誌、過年度の募集要項などを配
架していますので、キャリア相談などと合わせて活用してください。さら
に、エクステンション･リードセンターでは公務員講座を開講しています。
※「公務員講座」についてはエクステンション・リードセンターに問い合わせてください。

公
務
員
を
め
ざ
す
人
へ

■教員採用試験対策
キャリアセンターでは、教員をめざす学生のために「教員採用試験対策講

座」を開講しています。これは、正規の授業とは別の特別講座として10月から
翌年6月まで開講しており、教員採用試験に合格するためのノウハウをさまざ
まな角度から学習することができます。
また、本学では文学部の初等教育学専修以外の学生が現役で小学校教員
をめざすには「小学校教員資格認定試験」に合格して二種免許を取得する方
法と、教務センターが実施している「小学校教諭（一種）免許状取得プログラム」
を受講する方法の2つがあります。キャリアセンターでは「小学校教員資格認
定試験」に向けた対策コースを設けていますのでぜひ活用ください。
※「小学校教諭免許状取得プログラム」については教務センターに問い合わせてください。

教
員
を
め
ざ
す
人
へ

キャリアセンターでは、「卒業生就業支援室」を設け、株式会社パソナのグル
ープ会社である株式会社関西雇用創出機構と業務提携を行い、卒業生の就業支
援を行っています。

転職・再就職の相談に応じます　卒業生就業支援室のご利用を

就職活動を見据えながら自分の進
路の方向性が定まりつつあるこの時
期。実際の就職活動の進め方、マナー、
採用試験対策などに関するセミナー
が目白押し。就職活動に乗り遅れる
ことのないよう積極的に参加しまし
ょう！

就職（進路）ガイダンス　

4、7、9、12月の年4回開催。就職
活動の進め方、キャリアセンター主催
行事、企業の採用活動動向などを説明
します。就職活動に乗り遅れないため
にもこのガイダンスには必ず参加しま
しょう！　もちろん、教員・公務員を
めざす人向けの内容も含んでいます。

就職活動スタート講座

自己分析、業界、企業研究、そし
て面接…。自分に合う進路を選択す
るために社会の仕組み、環境、それ
らを踏まえた就職活動の進め方につ
いてわかりやすく解説します。また、
ビジネス社会において役立つ電話の
受け答え方などのマナーとコミュニ
ケーションについても実践を交えて
説明します。

ジョブスタディ

各業界トップ企業と関西大学共催に
よる手作り異業種合同セミナーを秋
に開催予定。業界の垣根を越えた各
企業の人事採用担当者とみなさんと
のコミュニケーションの場を設けま
す。パネルディスカッション形式での
「本音トーク」の展開を予定しており、
きっと＜働く＞ということを身近に感
じられることでしょう。

インターンシップ

実際に企業や自治体、学校などで
仕事を体験することができ、進路を
考えるうえで貴重な経験になること
で注目度の高いインターンシップ。
本学は平成9年に全国の大学の中でい
ち早くこの制度を導入し、実習団体
数、派遣学生数ともに全国トップク
ラスの実績を誇っています。目的に
応じ、ビジネスインターンシップ、
国際インターンシップ、学校インタ
ーンシップなどがあります。就職活
動に先立って「仕事の現場を見てみ
たい」という人はぜひチャレンジし
てみてください。

就職模擬試験・
筆記試験対策講座

就職活動において第一関門となる
筆記試験。近年はその種類も多様化
しています。苦手意識や不安を抱いて
いる人も多いでしょう。キャリアセン
ターでは各種筆記対策のための模擬
試験・対策講座を開催します。筆記試
験には早めの対策が大切です（申込
制・有料）。

学内セミナー

業界研究会（10～12月）
業界のリーディングカンパニーから

講師を学内に招いての業界説明会。
例年立ち見が出る程の人気企画です。
合同企業研究会
関大生を求める企業（期間中約700

社）の採用担当者が、企業概要はじめ
採用計画を説明します。就職活動に役
立つ話が満載です。

しごとの現場体験ツアー　

製造業、ホテル、銀行など普段見る
ことのできない仕事の現場を訪問。
当日は見学のみならずＯＢ、ＯＧへの
質問会も開催。体験学習的に業界研
究が可能なイベントです（申込制）。

～現役採用担当者による異業種パネルディスカッション～�
仕事研究シリーズ特別企画�１・２年次生限定！�

日　　程　　 6月13日（水）12：30～14：00　　　　　　　�

会　　場　　千里山キャンパス百周年記念会館　　　　　  �

参加企業　　株式会社 伊勢丹　近畿日本ツーリスト株式会社�

　　　　　　コクヨ株式会社 　帝人株式会社　　　　　　　�

定　　員　　800人�

※申込方法等の詳細は「ＫＩＰＳ」で確認してください�

キャリアセンター� 入学から卒業後まで�

一人ひとりのキャリアデザインを�
完全バックアップ！�

一人ひとりのキャリアデザインを�
完全バックアップ！�

一人ひとりのキャリアデザインを�
完全バックアップ！�

キャリアセンター�キャリアセンター�

関大生に対す
る企業の熱い求
人の思いはまだ
まだ続きます。
こうした企業のうち、学生の人気が高い企
業を期間中約270社を選出、本学に招いて
採用セミナーを開催します（5月・6月・9月
予定）。例年、学生と企業双方から評判の高
いイベントで、多くの学生がここで内定を
得ています。

合同企業
セミナー

本学のこのようなキャリア教育プログラム（K-CEP）
への取り組みが、文部科学省「平成18年度現代的教
育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」に採択され
ました。このプログラムを通して、学生が将来の働き
方・生き方について主体的に考えるよう働きかけ、自
律型社会人の育成をめざしており、他大学のモデルと
なり得るプログラムであると考えています。

関西大学の取り組みが
文部科学省「現代ＧＰ」に採択！

東
京
セ
ン
タ
ー

（４）平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号（１１）
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抜き取って�
お読みください�

平
成
平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て

年
度
予
算
に
つ
い
て�

学
校
法
人�

関
西
大
学�

平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て�

第
四
学
舎
三
号
館
と
空
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
屋
内
練
習
場
（
平
成
二
十
年
三
月
竣
工
予
想
図
）

平
成
十
九
年
度
予
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
、
法
人
予
算
会

議
の
審
議
を
経
て
、理
事
会
（
平

成
十
九
年
一
月
二
十
五
日
）、
評

議
員
会
（
平
成
十
九
年
三
月
二

十
二
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
予
算
は
「
中
長
期
戦
略
構

想
策
定
体
制
」
の
も
と
「
強
い

関
西
大
学
」
の
構
築
を
さ
ら
に

推
進
す
べ
く
「
関
西
大
学
か
ら

世
界
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
国
際
貢
献
、
国
際
交
流
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
「
世
界
の

中
の
日
本
人
」
の
育
成
を
め
ざ

し
た
諸
事
業
の
実
施
に
重
点
を

お
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は

財
政
基
盤
の
安
定
を
経
営
の
根

幹
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
本
学

財
政
の
現
状
と
将
来
予
測
を
踏

ま
え
つ
つ
、
支
出
内
容
を
厳
し

く
見
直
し
、
合
理
化
・
効
率
化

を
求
め
る
一
方
、
緊
急
性
、
重

要
性
、
発
展
性
の
あ
る
計
画
に

対
し
て
は
柔
軟
な
予
算
配
分
を

行
う
と
い
う
考
え
方
に
立
脚
し

て
本
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し

た
。平

成
十
九
年
度
に
お
い
て

は
、
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

の
具
体
化
、
政
策
創
造
学
部
の

開
設
、
工
学
部
が
「
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
」「
環
境
都
市
工
学

部
」「
化
学
生
命
工
学
部
」
の
三

学
部
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
合
計
十
学
部
の
も
と
で
、
学

部
や
大
学
院
の
教
育
改
革
を
強

く
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
、
シ

ニ
ア
層
へ
の
教
育
展
開
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

再
構
築
、
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
や

学
生
諸
君
の
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
誠
之
館
ゾ
ー
ン
の
整
備

な
ど
、
大
学
の
使
命
を
果
す
た

め
の
各
種
事
業
の
実
現
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
・
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
と
高
等
学
校

が
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の

発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
本
法
人
と
学
校
法

人
福
武
学
園
（
大
阪
市
東
淀
川

区
上
新
庄
一
丁
目
三
番
二
十
六

号
）
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一

日
を
期
日
と
し
て
両
法
人
を
合

併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に

至
り
、
基
本
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
合
併
後
、
学
校
法
人
福

武
学
園
は
解
散
し
、
同
法
人
が

運
営
す
る
北
陽
高
等
学
校
は

「
関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
次

の
「
２

事
業
計
画
の
概
要
」

の
と
お
り
で
す
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
つ
い
て
本
学
関
係
者

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
今
後

と
も
厳
正
で
効
果
的
な
予
算
執

行
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
さ

ら
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
事
業

計
画
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

平
成
二
十
一
年
ま
で
に
認
可

申
請
を
行
い
、
平
成
二
十
二
年

四
月
に
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を

設
置
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。現

在
、
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
の
「
十
二
年
一
貫
教

育
」
を
展
開
す
る
こ
と
、「
安

全
」「
防
災
」「
危
機
管
理
」
に

関
わ
る
新
学
部
、
大
学
院
を
設

置
す
る
こ
と
、
ま
た
、
大
学
か

ら
市
民
へ
の
「
知
の
還
元
」
と

し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

設
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

イ

政
策
創
造
学
部
の
開
設

平
成
十
九
年
四
月
に
政
策
創

造
学
部
を
収
容
定
員
千
四
百
人

（
入
学
定
員
三
百
五
十
人
）、
専

任
教
員
十
八
人
で
開
設
し
ま
し

た
。三

つ
の
専
修
―
国
際
・
ア
ジ

ア
専
修
、
組
織
・
政
策
専
修
お

よ
び
地
域
・
都
市
専
修
―
を
設

け
て
い
ま
す
。
少
人
数
ゼ
ミ
教

育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
に

お
き
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
専

任
教
員
が
継
続
的
に
指
導
す
る

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
型
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
教
育
体
系
を
取
る
と
と
も

に
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
英

語
」
の
設
置
や
、
ア
デ
レ
ー
ド

大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で

の
夏
期
英
語
研
修
の
実
施
な

ど
、
世
界
規
模
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る

た
め
の
外
国
語
教
育
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

ウ

工
学
部
の
再
編
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
・
環
境
都

市
工
学
部
・
化
学
生
命
工
学

部
の
開
設

近
年
の
工
学
教
育
に
お
け
る

質
的
変
化
と
社
会
の
要
請
に
的

確
に
応
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
領
域
の
特
色
や
個

性
に
根
ざ
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ポ
リ
シ
ー
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ

シ
ー
を
明
確
に
し
、
柔
軟
で
内

実
性
の
あ
る
教
育
体
制
と
そ
の

教
育
基
盤
を
支
え
る
充
実
し
た

研
究
体
制
を
も
つ
組
織
に
変
革

す
る
た
め
、
工
学
部
を
再
編

し
、
平
成
十
九
年
四
月
に
新
た

に
三
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

エ

学
部
に
お
け
る
教
育
改
革

文
学
部
で
は
、
平
成
十
九
年

四
月
に
多
彩
な
学
問
領
域
を
備

え
、
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
小
学
校

教
員
養
成
課
程
の
た
め
の
初
等

教
育
学
専
修
の
ほ
か
、
比
較
宗

教
学
専
修
、
地
理
学
・
地
域
環

境
学
専
修
の
三
専
修
を
新
設
し

ま
し
た
。

経
済
学
部
で
は
、
平
成
十
九

年
度
入
学
生
か
ら
専
修
制
（
四

専
修
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
二

年
次
分
属
方
式
を
採
用
し
、
経

済
戦
略
専
修
、
社
会
経
済
専

修
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
専
修
、
イ

ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
専
修
を

設
置
し
ま
し
た
。

オ

大
学
院
に
お
け
る
教
育
改

革平
成
二
十
年
四
月
に
、
文
学

研
究
科
お
よ
び
社
会
学
研
究
科

の
心
理
系
を
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
心
理
学
研
究
科
を
設
置

し
、
そ
の
下
に
認
知
・
発
達
心

理
学
専
攻
、
社
会
心
理
学
専

攻
、
臨
床
心
理
専
門
職
業
人
養

成
専
攻
（
専
門
職
大
学
院
）
の

三
専
攻
を
設
置
す
る
準
備
を
推

進
し
ま
す
。

カ

シ
ニ
ア
層
へ
の
教
育
の
展

開社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
く
な
か
で
、
知
識
の
獲

得
に
積
極
的
な
多
数
の
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
」
を
大
学
に
迎

え
、
既
存
の
大
学
修
学
年
齢
層

と
の
交
流
に
よ
り
生
じ
る
相
乗

効
果
を
期
待
し
、
財
団
法
人
社

会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
「
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
型
シ

ニ
ア
住
宅
」
入
居
予
定
者
を
対

象
と
し
た
生
涯
学
習
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

キ

「
関
西
大
学
日
本
・
Ｅ
Ｕ

研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る

重
点
研
究
の
推
進

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
に
設
置
し
た「
日

本
・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

活
用
し
、
両
大
学
の
相
互
協
力

に
よ
り
、
共
通
の
重
点
研
究
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
研
究
チ
ー
ム

を
構
成
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

学
際
的
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

ク

次
世
代
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
３
」
を
活

用
し
た
研
究
体
制
の
整
備
・

充
実

全
国
の
大
学
、
研
究
機
関
等

の
学
術
基
盤
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
と
先
進
的
学
術
研
究

を
行
う
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を

統
合
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
次
世
代
学
術
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

３
」
を
活
用
し
て
、
グ
リ
ッ
ド

（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）
研
究
や
、
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
を
は
じ
め

と
し
た
多
様
な
分
野
で
、
共
同

研
究
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ケ

研
究
支
援
体
制
の
充
実

研
究
推
進
委
員
会
と
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
教
員

の
研
究
活
動
の
総
合
的
か
つ
効

率
的
な
支
援
を
促
進
し
、
研
究

体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
外
部
資
金
の
導
入

促
進
に
関
し
て
は
、
同
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
組
織

的
対
応
を
図
り
ま
す
。

コ

全
学
Ｉ
Ｔ
ト
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
の
構
築

「
Ｉ
Ｔ
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
も
と
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の

五
年
間
で
、
学
生
、
父
母
、
校

友
な
ど
の
「
関
大
フ
ァ
ミ
リ
ー

ポ
ー
タ
ル
」
を
構
築
す
る
な

ど
、
全
学
Ｉ
Ｔ
ト
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

サ

「
東
京
セ
ン
タ
ー
」
の
拡

充
・
整
備

東
京
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十

九
年
三
月
に
東
京
駅
日
本
橋
口

直
結
の
「
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
」
に

移
転
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の

規
模
を
拡
大
し
、
首
都
圏
に
お

け
る
更
な
る
事
業
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ア

第
一
学
舎
一
号
館
建
て
替

え
工
事

既
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
、

耐
震
上
も
早
急
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

第
一
学
舎
一
号
館
を
解
体
処
分

し
て
、
法
学
部
、
文
学
部
お
よ

び
平
成
十
九
年
四
月
に
開
設
し

た
政
策
創
造
学
部
が
主
に
使
用

す
る
学
舎
と
し
て
建
て
替
え
ま

す
。
建
て
替
え
に
際
し
て
は
、

高
度
情
報
化
教
育
へ
の
対
応
や

学
部
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
一
般
教
室
の
ほ
か
、
実
験

実
習
・
語
学
系
教
室
、
食
堂
・

喫
茶
な
ど
の
学
生
ア
メ
ニ
テ
ィ

施
設
お
よ
び
会
議
室
な
ど
を
配

備
し
、
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
六
階
建
、
延
床
面
積
約

一
万
一
千
三
百
平
方
�
と
な
り

ま
す
。

イ

第
四
学
舎
三
号
館
建
築
工

事平
成
十
九
年
四
月
か
ら
の
工

学
部
再
編
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
・
環
境
都
市
工
学
部
・

化
学
生
命
工
学
部
の
開
設
に
伴

い
、
教
育
・
研
究
を
よ
り
一
層

発
展
・
拡
充
さ
せ
る
た
め
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
教
室
、
製
図

室
等
を
配
備
し
た
「
第
四
学
舎

三
号
館
」
を
、
東
体
育
館
に
隣

接
し
た
現
在
の
硬
式
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
上
に
建
築
し
ま
す
。

ま
た
、
本
建
物
の
屋
上
に
硬

式
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
移
設
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
室
内
練
習

場
を
設
け
る
な
ど
、
課
外
活
動

の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

五
階
建
、
延
床
面
積
約
五
千
六

百
平
方
�
と
な
り
ま
す
。

ウ

千
里
山
北
広
場
造
成
工
事

千
里
山
中
央
体
育
館
の
東
側

に
あ
る
雑
木
林
の
丘
陵
地
を
造

成
し
て
、
学
生
等
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
な
ど
多
目

的
に
利
用
で
き
る
約
七
千
二
百

五
十
平
方
�
の
広
場
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
緊
急
避
難
場
所
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
も
推
進

し
ま
す
。

理事長

森本靖一郎

１

予
算
編
成
の
概
要

関西大学から世界へ

２

事
業
計
画
の
概
要

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
施
設
設
備
の
整
備
充
実
関
係

平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
か
ら
世
界
へ�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て�

関
西
大
学
か
ら
世
界
へ�

予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
二
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
計
画
を
、
消
費
収
支
計

算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と
し

て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
年

度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の

均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が

健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算

書
は
、
い
わ
ば
企
業
会
計
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
１７
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
１８
年
度
補
正
後
予
算

を
加
味
し
て
平
成
１８
年
度
末
と

し
、
さ
ら
に
平
成
１９
年
度
予
算
を

加
味
し
て
平
成
１９
年
度
末
の
財
政

状
態
を
予
想
し
た
も
の
で
す
。

増 減

１，２７０，６９３，０００
１，０６６，６１４，０００

△ ２６，１５０，０００
２４，６５５，０００
２０４，７７４，０００
８００，０００

３６６，４２７，０００
３６９，７６０，０００

△ ３３，０００
５，０００

△ ２，０５４，０００

△ １，２５１，０００

△ １６４，０００，０００
△ １６４，０００，０００

１９１，３６９，０００
２０４，４１２，０００

△ １３，０４３，０００

２０５，４５５，０００
△ ８，５９８，０００

５２７，０００

５２，６４１，０００

２，１０２，０００

９００，０００

１９８，０００

２８０，０００

９，５００，０００

１０６，７８０，０００

１６２，０００

２２０，０００

１，１２０，０００

９００，０００

３７，５６８，０００
１，１５５，０００

１，０９７，９７５，０００
１，０９７，９７５，０００

１８年度予算

３１，２７６，３２７，０００
２３，１３３，６２２，０００
２，５１７，４６０，０００
７７８，０７８，０００

４，７４１，５１７，０００
１０５，６５０，０００

２，０９６，２９１，０００
２，０６３，７３０，０００
１，５０４，０００
１４，８９８，０００
７，９３９，０００

８，２２０，０００

６０６，２００，０００
６０６，２００，０００

３，８４１，０８８，０００
３，２７７，９５１，０００
５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００
７１，２６２，０００

５，４２６，０００

３０４，８０８，０００

２００，０００

１００，０００

４４，０００

２０，０００

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００
１０８，７００，０００

２，０２５，０００
２，０２５，０００

１９年度予算

３２，５４７，０２０，０００
２４，２００，２３６，０００
２，４９１，３１０，０００
８０２，７３３，０００

４，９４６，２９１，０００
１０６，４５０，０００

２，４６２，７１８，０００
２，４３３，４９０，０００
１，４７１，０００
１４，９０３，０００
５，８８５，０００

６，９６９，０００

４４２，２００，０００
４４２，２００，０００

４，０３２，４５７，０００
３，４８２，３６３，０００
５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００
６２，６６４，０００

５，９５３，０００

３５７，４４９，０００

２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

３００，０００

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００
１０９，８５５，０００

１，１００，０００，０００
１，１００，０００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
有価証券売却収入

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
増 減

８１，３８７，０００
△ １８，６６８，０００

２９１，０００
９９，７６４，０００

１４，６２５，０００
１６，６７１，０００

△ ２，０４６，０００

△１，０００，０００，０００
△１，０００，０００，０００

２１３，９２４，０００
８８，１２０，０００
１０６，８６０，０００
３，０３０，０００
１５，９１４，０００

０

５１，３８１，０００
△ ４０，１５３，０００

１７，５４９，０００

２５１，０００，０００

２４２，０００，０００

△ １１９，１４７，０００

△ ８１０，０００

１，０００，０００，０００

△ ２３，１３５，０００

３７，４７３，０００
△１，３３３，５２５，０００

２２，０００，０００
△ １，０００，０００
△ ８７１，０００

２８４，８３７，０００
３６，６６４，０００
２４１，１７３，０００
７，０００，０００

△３，６８８，０８０，０００

△１，０７４，００７，０００

１８年度予算

５９２，２３６，０００
４２１，９７８，０００
９，８４２，０００
１６０，４１６，０００

８６２，９２３，０００
７４６，６８１，０００
１１６，２４２，０００

１，０００，０００，０００
１，０００，０００，０００

５，９１４，０１６，０００
２，７４３，９２９，０００
２，３８３，１５０，０００
１０４，７４５，０００
５８４，１９２，０００
９８，０００，０００

４，０２５，７７６，０００
３５１，７８９，０００

１８，５９０，０００

２４９，０００，０００

０

１１９，１４７，０００

８５，８６６，０００

０

４２，１３５，０００

５１７，３１７，０００
２，３１７，２６１，０００
１９，０００，０００
３０４，０００，０００
１，６７１，０００

△７，１４５，９２５，０００
△ ９８３，７３６，０００
△６，１５５，１８９，０００
△ ７，０００，０００

２１，４２０，９５４，０００

６５，３９１，５３６，０００

１９年度予算

６７３，６２３，０００
４０３，３１０，０００
１０，１３３，０００
２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００
７６３，３５２，０００
１１４，１９６，０００

０
０

６，１２７，９４０，０００
２，８３２，０４９，０００
２，４９０，０１０，０００
１０７，７７５，０００
６００，１０６，０００
９８，０００，０００

４，０７７，１５７，０００
３１１，６３６，０００

３６，１３９，０００

５００，０００，０００

２４２，０００，０００

０

８５，０５６，０００

１，０００，０００，０００

１９，０００，０００

５５４，７９０，０００
９８３，７３６，０００
４１，０００，０００
３０３，０００，０００
８００，０００

△６，８６１，０８８，０００
△ ９４７，０７２，０００
△５，９１４，０１６，０００

０

１７，７３２，８７４，０００

６４，３１７，５２９，０００

科 目

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金収入
雑収入

借入金等収入
長期借入金収入

前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入
退職給与引当特定資産
からの繰入収入
関西大学退職年金引当
特定資産からの繰入収入
キャンパス整備資金引
当特定資産からの繰入収入
工学部設備整備資金引
当特定資産からの繰入収入
未使用基金果実引当特
定預金からの繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済
資金特定預金からの繰入収入
ＩＴ化推進引当特定資
産からの繰入収入
修学旅行費等預り資産
からの繰入収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定
期末未収入金
前期未前受金
その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
増 減

４４８，２７５，０００

２１４，６０２，０００

１８８，４７５，０００

１５，４１２，０００

１２，２３７，０００

１７，５４９，０００

８５１，７６８，０００

△ ８，１０９，０００

△ ４９，９４７，０００

△ １９，９８８，０００

９１，０１６，０００

△ ９１，６６４，０００

３９，９６７，０００

△ ２１，２４４，０００

△ ６０，７５１，０００

△ ６３，０００

６４３，０００

△ １５０，９９７，０００

４，７３７，０００

１，０４６，８８２，０００

９７，０６１，０００

△ １，０９２，０００

５９７，０００

△ ２６，７９９，０００

△ ５１４，０００

△ ２，０８６，０００

４，１１９，０００

△ ７０，４４７，０００

△ １，７８６，０００

４，８８６，０００

△ １，７３５，０００

△ ６，６２９，０００

△ ２０，３７３，０００

△ １３，８０８，０００

５，４７３，０００

△ ２，１０２，０００

△ ２９，００５，０００

△ １，１２５，０００

△ ２５２，０００

１７，０７６，０００

△ ６，１２３，０００

△ ６，８６５，０００

９，６８１，０００

△ ６，１７９，０００

△ ３５２，０００

△ ３，８６５，０００

△ ７，３６４，０００

１８年度予算

１９，０７３，６７２，０００

１２，１３６，２８６，０００

５，７９８，３９８，０００

７０，１２９，０００

１，０５０，２６９，０００

１８，５９０，０００

１１，１７８，５６８，０００

３９５，５３７，０００

１，８３４，１８６，０００

３１３，８７５，０００

３２７，４８７，０００

２７９，９３６，０００

６１５，１０８，０００

２７３，９６１，０００

１，１９０，４６９，０００

５，６５３，０００

６７７，０４６，０００

２１５，４２４，０００

５７，１９４，０００

３，６３５，９４６，０００

１，０８８，８０１，０００

１，１２８，０００

５，５８４，０００

１６２，１１４，０００

９，７２９，０００

２１，３１６，０００

６８，０７４，０００

１，７２５，１２５，０００

６２，９４３，０００

４７，０１７，０００

２６，０５４，０００

１００，９４４，０００

３０６，７２１，０００

６４，０３１，０００

２７，２４３，０００

３，５１８，０００

２８７，９８４，０００

５８，０６０，０００

５，４９３，０００

５９１，５５３，０００

１８，７７７，０００

１７，１２２，０００

１０，９３６，０００

４６，５２４，０００

１０，７７３，０００

１５，１４３，０００

２４，２８９，０００

１９年度予算

１９，５２１，９４７，０００

１２，３５０，８８８，０００

５，９８６，８７３，０００

８５，５４１，０００

１，０６２，５０６，０００

３６，１３９，０００

１２，０３０，３３６，０００

３８７，４２８，０００

１，７８４，２３９，０００

２９３，８８７，０００

４１８，５０３，０００

１８８，２７２，０００

６５５，０７５，０００

２５２，７１７，０００

１，１２９，７１８，０００

５，５９０，０００

６７７，６８９，０００

６４，４２７，０００

６１，９３１，０００

４，６８２，８２８，０００

１，１８５，８６２，０００

３６，０００

６，１８１，０００

１３５，３１５，０００

９，２１５，０００

１９，２３０，０００

７２，１９３，０００

１，６５４，６７８，０００

６１，１５７，０００

５１，９０３，０００

２４，３１９，０００

９４，３１５，０００

２８６，３４８，０００

５０，２２３，０００

３２，７１６，０００

１，４１６，０００

２５８，９７９，０００

５６，９３５，０００

５，２４１，０００

６０８，６２９，０００

１２，６５４，０００

１０，２５７，０００

２０，６１７，０００

４０，３４５，０００

１０，４２１，０００

１１，２７８，０００

１６，９２５，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

増 減

△ １１，２０７，０００
△ １１，２０７，０００

１００，０００，０００
１００，０００，０００

４７６，９２５，０００
８０２，９０１，０００

△ ８４，６１６，０００
△ ２１４，６９９，０００

２１，２１９，０００
△ ４７，８８０，０００

８０，０８０，０００
８５，１１２，０００
２５，１０９，０００

△ ３０，１４１，０００

△ ３６７，３５７，０００
９０５，０００

０

△ ２２，０００，０００

０

０

△ ３２８，９７０，０００

△ ７４，２９２，０００

△ ６５，０００，０００

０

０

２２，０００，０００

１００，０００，０００

△ １６８，３４４，０００
１，９９９，０００

△ ７３，６７３，０００
△ ２３，１３５，０００

△ ６８，０５７，０００
△ ５，４７８，０００

０

△ ９，５６１，０００
△ １１，９００，０００

２，３３９，０００

△２，４０４，１３９，０００

△１，０７４，００７，０００

１８年度予算

１４９，５７３，０００
１４９，５７３，０００

６９１，６６０，０００
６９１，６６０，０００

４，１６５，４０９，０００
３，０８１，３７９，０００
８１４，２１５，０００
２１４，６９９，０００
７，２３６，０００
４７，８８０，０００

２，０４６，８０８，０００
１，７２７，９３４，０００
１４，６８９，０００
３０４，１８５，０００

６，６６４，３７０，０００
９５，５１５，０００

４００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，７３８，５６３，０００

７４，２９２，０００

６５，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

２，２７４，０４１，０００
８７７，１５１，０００
８１８，９７３，０００
４２，１３５，０００

３７２，０５７，０００
１６３，７２５，０００

６００，０００，０００

△ ９１０，５６４，０００
△ ７４４，５００，０００
△ １６６，０６４，０００

１７，７３２，８７４，０００

６５，３９１，５３６，０００

１９年度予算

１３８，３６６，０００
１３８，３６６，０００

７９１，６６０，０００
７９１，６６０，０００

４，６４２，３３４，０００
３，８８４，２８０，０００
７２９，５９９，０００

０
２８，４５５，０００

０

２，１２６，８８８，０００
１，８１３，０４６，０００
３９，７９８，０００
２７４，０４４，０００

６，２９７，０１３，０００
９６，４２０，０００

４００，０００，０００

０

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，４０９，５９３，０００

０

０

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４１，０００，０００

１，１００，０００，０００

２，１０５，６９７，０００
８７９，１５０，０００
７４５，３００，０００
１９，０００，０００

３０４，０００，０００
１５８，２４７，０００

６００，０００，０００

△ ９２０，１２５，０００
△ ７５６，４００，０００
△ １６３，７２５，０００

１５，３２８，７３５，０００

６４，３１７，５２９，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出
敷金・保証金支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
工学部設備整備資金引
当特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
未使用基金果実引当特
定預金への繰入支出
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成２０年３月３１日 （単位 千円）

資産の部

負債の部

増 減

５，４４６，６４３

１，６４３，７０８

０

１，３０１，４９８

１０９，３１７

１９８，１７８

△ ３２，８２９

２８３，０４４

△ ８０１

△ ２１４，６９９

３，８０２，９３５

０

△ ３，３０６

０

５００，６９９

３２４，３６０

△ ３１１，６３６

６０，２８１

０

△ １００，０００

０

△ ２４２，０００

５０，０００

２，５００，０００

１，４０９，５９３

０

△ ８５，０５６

２００，０００

△ ５００，０００

△ ２，９２１，０９１

△ ２，４０４，１３９

△ ３６，６６４

△ ４９６，０１０

△ ５，４７８

２２，０００

△ ８００

２，５２５，５５２

１８年度末

１５４，８２５，７８２

８５，１８３，４７９

９，１１３，１９６

４８，５７９，１４３

７，５６８，８５７

７，６１６，２０８

３９９，３９０

１１，６８９，４１６

２，５７０

２１４，６９９

６９，６４２，３０３

１８，４９６

１９０，２５２

６９，６６６

３，５０５，６７３

４，７２０，６０３

７，２４４，８７４

７４４，７４３

２８，０００，０００

１，１５１，０００

５００，０００

２４２，０００

１５０，０００

５，０００，０００

１６，１２８，６７１

１７４，３２０

２０２，００５

６００，０００

１，０００，０００

２０，４０８，６０７

１７，７３２，８７４

９８３，７３６

１，４９５，３１１

１６３，７２５

１９，０００

１３，９６１

１７５，２３４，３８９

１９年度末

１６０，２７２，４２５

８６，８２７，１８７

９，１１３，１９６

４９，８８０，６４１

７，６７８，１７４

７，８１４，３８６

３６６，５６１

１１，９７２，４６０

１，７６９

０

７３，４４５，２３８

１８，４９６

１８６，９４６

６９，６６６

４，００６，３７２

５，０４４，９６３

６，９３３，２３８

８０５，０２４

２８，０００，０００

１，０５１，０００

５００，０００

０

２００，０００

７，５００，０００

１７，５３８，２６４

１７４，３２０

１１６，９４９

８００，０００

５００，０００

１７，４８７，５１６

１５，３２８，７３５

９４７，０７２

９９９，３０１

１５８，２４７

４１，０００

１３，１６１

１７７，７５９，９４１

科 目

� 固定資産

１ 有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）車輌

（８）建設仮勘定

２ その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）工学部設備整備資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）高槻新キャンパス整備資金引当特定資産

（１４）第３号基本金引当特定資産

（１５）未使用基金果実引当特定預金

（１６）総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金

（１７）危機対応資金引当特定預金

（１８）ＩＴ化推進引当特定資産

� 流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ９９２，６１５

△ ７４１，２６０

△ ３１１，６３６

６０，２８１

１９５，６２４

△ ５０，４００

１１，１００

２１３，９２４

２２，０００

△ １，０００

△ ７９６，９９１

１８年度末

１３，０７２，０３７

５，０８２，４２０

７，２４４，８７４

７４４，７４３

７，７７６，７８０

７９１，６６０

７４７，３０１

５，９１４，３１６

１９，０００

３０４，５０３

２０，８４８，８１７

１９年度末

１２，０７９，４２２

４，３４１，１６０

６，９３３，２３８

８０５，０２４

７，９７２，４０４

７４１，２６０

７５８，４０１

６，１２８，２４０

４１，０００

３０３，５０３

２０，０５１，８２６

科 目

� 固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

� 流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

５，９０６，４７３
２，２０８，０００
１，４０９，５９３
１７４，０００

９，６９８，０６６

１８年度末

１３８，８５３，０４３
７，０４３，０００
１６，１２８，６７１
２，４１５，０００

１６４，４３９，７１４

１９年度末

１４４，７５９，５１６
９，２５１，０００
１７，５３８，２６４
２，５８９，０００

１７４，１３７，７８０

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ６，３７５，５２３

△ ６，３７５，５２３

１８年度末

△ １０，０５４，１４２

△ １０，０５４，１４２

１９年度末

△ １６，４２９，６６５

△ １６，４２９，６６５

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

２，５２５，５５２

１８年度末

１７５，２３４，３８９

１９年度末

１７７，７５９，９４１

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

増 減

６，３７５，５２３，０００

１８年度予算

１０，０５４，１４２，０００

１９年度予算

１６，４２９，６６５，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

増 減

３４７，１７９，０００
６，０２８，３４４，０００

１８年度予算

６，０２８，３４４，０００
４，０２５，７９８，０００

１９年度予算

６，３７５，５２３，０００
１０，０５４，１４２，０００

科 目

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
増 減

４７１，０６４，０００

２１４，６０２，０００

１８８，４７５，０００

１５，４１２，０００

１，４８３，０００

５０，１８７，０００

９０５，０００

９１８，９５９，０００

△ ８，１０９，０００

△ ４９，９４７，０００

△ １９，９８８，０００

９１，０１６，０００

△ ９１，６６４，０００

３９，９６７，０００

△ ２１，２４４，０００

△ ６０，７５１，０００

△ ６３，０００

６７，１９１，０００

６４３，０００

△ １５０，９９７，０００

４，７３７，０００

１，０４６，８８２，０００

９７，０６１，０００

△ １，０９２，０００

５９７，０００

△ ２６，７９９，０００

△ ５１４，０００

△ ２，０８６，０００

４，１１９，０００

△ ９０，２１７，０００

△ １，７８６，０００

１８年度予算

１８，７９９，５２８，０００

１２，１３６，２８６，０００

５，７９８，３９８，０００

７０，１２９，０００

３３，１１８，０００

６６６，０８２，０００

９５，５１５，０００

１５，９９７，６７０，０００

３９５，５３７，０００

１，８４４，１８６，０００

３１３，８７５，０００

３２７，４８７，０００

２７９，９３６，０００

６１５，１０８，０００

２７３，９６１，０００

１，１９０，４６９，０００

５，６５３，０００

４，８０９，１０２，０００

６７７，０４６，０００

２１５，４２４，０００

５７，１９４，０００

３，６３５，９４６，０００

１，０８８，８０１，０００

１，１２８，０００

５，５８４，０００

１６２，１１４，０００

９，７２９，０００

２１，３１６，０００

６８，０７４，０００

１，９４４，２４１，０００

６２，９４３，０００

１９年度予算

１９，２７０，５９２，０００

１２，３５０，８８８，０００

５，９８６，８７３，０００

８５，５４１，０００

３４，６０１，０００

７１６，２６９，０００

９６，４２０，０００

１６，９１６，６２９，０００

３８７，４２８，０００

１，７９４，２３９，０００

２９３，８８７，０００

４１８，５０３，０００

１８８，２７２，０００

６５５，０７５，０００

２５２，７１７，０００

１，１２９，７１８，０００

５，５９０，０００

４，８７６，２９３，０００

６７７，６８９，０００

６４，４２７，０００

６１，９３１，０００

４，６８２，８２８，０００

１，１８５，８６２，０００

３６，０００

６，１８１，０００

１３５，３１５，０００

９，２１５，０００

１９，２３０，０００

７２，１９３，０００

１，８５４，０２４，０００

６１，１５７，０００

科 目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当

金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

増 減

４，８８６，０００

△ １，７３５，０００

△ ６，６２９，０００

△ ２０，３７３，０００

△ １３，８０８，０００

５，４７３，０００

△ ２，１０２，０００

△ ２９，００５，０００

△ １９，７７０，０００

△ １，１２５，０００

△ ２５２，０００

１７，０７６，０００

△ ６，１２３，０００

△ ６，８６５，０００

９，６８１，０００

△ ６，１７９，０００

△ ３５２，０００

△ ３，８６５，０００

△ ７，３６４，０００

△ １１，２０７，０００

△ １１，２０７，０００

△ ２０３，４７６，０００

△ ２２５，１５６，０００

２５，８０８，０００

△ ２，０９３，０００

△ ３５，０００

△ ２，０００，０００

０

１，０８５，１２３，０００

１８年度予算

４７，０１７，０００

２６，０５４，０００

１００，９４４，０００

３０６，７２１，０００

６４，０３１，０００

２７，２４３，０００

３，５１８，０００

２８７，９８４，０００

２１９，１１６，０００

５８，０６０，０００

５，４９３，０００

５９１，５５３，０００

１８，７７７，０００

１７，１２２，０００

１０，９３６，０００

４６，５２４，０００

１０，７７３，０００

１５，１４３，０００

２４，２８９，０００

１４９，５７３，０００

１４９，５７３，０００

３６８，６５７，０００

３３９，２２２，０００

３，０００

２４，０８７，０００

３４５，０００

５，０００，０００

６００，０００，０００

３７，８５９，６６９，０００

１９年度予算

５１，９０３，０００

２４，３１９，０００

９４，３１５，０００

２８６，３４８，０００

５０，２２３，０００

３２，７１６，０００

１，４１６，０００

２５８，９７９，０００

１９９，３４６，０００

５６，９３５，０００

５，２４１，０００

６０８，６２９，０００

１２，６５４，０００

１０，２５７，０００

２０，６１７，０００

４０，３４５，０００

１０，４２１，０００

１１，２７８，０００

１６，９２５，０００

１３８，３６６，０００

１３８，３６６，０００

１６５，１８１，０００

１１４，０６６，０００

２５，８１１，０００

２１，９９４，０００

３１０，０００

３，０００，０００

６００，０００，０００

３８，９４４，７９２，０００

科 目

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処

分差額

その他の機器備品処分

差額

図書処分差額

予備費

消費支出の部合計

増 減

１，２７０，６９３，０００
１，０６６，６１４，０００

△ ２６，１５０，０００
２４，６５５，０００
２０４，７７４，０００
８００，０００

３６６，４２７，０００
３６９，７６０，０００

△ ３３，０００
５，０００

△ ２，０５４，０００

△ １，２５１，０００

△ １６３，０００，０００
△ １６４，０００，０００

１，０００，０００

１９１，３６９，０００
２０４，４１２，０００

△ １３，０４３，０００

２０５，４５５，０００
△ ８，５９８，０００

５２７，０００

５２，６４１，０００
２，１０２，０００

９００，０００

１９８，０００

２８０，０００

１８年度予算

３１，２７６，３２７，０００
２３，１３３，６２２，０００
２，５１７，４６０，０００
７７８，０７８，０００

４，７４１，５１７，０００
１０５，６５０，０００

２，０９６，２９１，０００
２，０６３，７３０，０００
１，５０４，０００
１４，８９８，０００
７，９３９，０００

８，２２０，０００

７２７，２００，０００
６０６，２００，０００
１２１，０００，０００

３，８４１，０８８，０００
３，２７７，９５１，０００
５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００
７１，２６２，０００
５，４２６，０００

３０４，８０８，０００
２００，０００

１００，０００

４４，０００

２０，０００

１９年度予算

３２，５４７，０２０，０００
２４，２００，２３６，０００
２，４９１，３１０，０００
８０２，７３３，０００

４，９４６，２９１，０００
１０６，４５０，０００

２，４６２，７１８，０００
２，４３３，４９０，０００
１，４７１，０００
１４，９０３，０００
５，８８５，０００

６，９６９，０００

５６４，２００，０００
４４２，２００，０００
１２２，０００，０００

４，０３２，４５７，０００
３，４８２，３６３，０００
５５０，０９４，０００

１，１０５，０８０，０００
６２，６６４，０００
５，９５３，０００

３５７，４４９，０００
２，３０２，０００

１，０００，０００

２４２，０００

３００，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験
実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入

増 減

９，５００，０００

１０６，７８０，０００

１６２，０００

２２０，０００

１，１２０，０００

９００，０００

３７，５６８，０００
１，１５５，０００

２，６６４，０００
２，６６４，０００

８１，３８７，０００
△ １８，６６８，０００

２９１，０００
９９，７６４，０００

１３，９０５，０００
１６，６７１，０００

△ ２，７６６，０００

１，９６８，９００，０００

△１，２３０，９５６，０００

７３７，９４４，０００

１８年度予算

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００
１０８，７００，０００

２，０２５，０００
２，０２５，０００

５９２，２３６，０００
４２１，９７８，０００
９，８４２，０００

１６０，４１６，０００

８６３，６４３，０００
７４６，６８１，０００
１１６，９６２，０００

４０，２９８，４３５，０００

△８，４６７，１１０，０００

３１，８３１，３２５，０００

１９年度予算

１０，０００，０００

４５２，９０８，０００

１７４，０００

２２２，０００

１，２００，０００

１，０００，０００

９９，８１１，０００
１０９，８５５，０００

４，６８９，０００
４，６８９，０００

６７３，６２３，０００
４０３，３１０，０００
１０，１３３，０００
２６０，１８０，０００

８７７，５４８，０００
７６３，３５２，０００
１１４，１９６，０００

４２，２６７，３３５，０００

△９，６９８，０６６，０００

３２，５６９，２６９，０００

科 目

高槻新キャンパス整備資金
引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
有価証券売却差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

前期末残高は、預り金支出・立替金収入とし、当期末残高は、預
り金収入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法

補助活動に係る収支は総額で表示している。
２ 重要な会計方針の変更等

なし
３ 減価償却額の累計額の合計額 ６２，８８６，８０３，０００円
４ 徴収不能引当金の合計額 ８，９６５，０００円
５ 担保に供されている資産の種類および額は次のとおりである。

土地 １０３，５４１．８９� １３２，３１１，６１６円
６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな

る金額 ５，０８２，４２０，０００円
７ その他財政および経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し１３，２００，０００
円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移
転外ファイナンス・リースは次のとおりである。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料
期末残高

教育研究用機器備品 ９３８，７９８千円 ２９１，５７６千円
車輌 １２，２８５千円 ２，４６１千円

計 ９５１，０８３千円 ２９４，０３７千円

注記 １ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金
債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額

を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員および職員

期末要支給額１３，２７１，４７２，０００円の５０％を基にして、私立大学
退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調
整額を加減した金額を計上している。

イ 高等学校、中学校、幼稚園の教員
期末要支給額１，３８８，０１５，０００円から私学退職金財団よりの交付

金相当額を控除した金額の５０％を計上している。
ウ 役員

期末要支給額４４，４２５，０００円の１００％を計上している。
退職年金引当金
関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上して

いる。
�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準および評価方法
移動平均法に基づく原価法である。

所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のフ

ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によっている。

預り金その他経過項目に係る収支の表示方法

資資金金収収支支予予算算書書
３

収
支
予
算
書

予
算
時
も
年
度
末
財
政
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く

消消費費収収支支予予算算書書

予予想想貸貸借借対対照照表表
（６）平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号（９）
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平
成
19
年
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予
算
に
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い
て�

関
西
大
学
か
ら
世
界
へ�

収支差額�
△209,425円�

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の予算額を、科目ごとにそれぞれ予算学生数30,443人（大学院・学
部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものである。�

　　　２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、または
将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額である。�

（消費支出＋基本金組入額）� （帰属収入）�

人件費�
（39.6％）�
632,742円�

教育研究�
経費�

（34.8％）�
556,046円�

管理経費�
（3.8％）�
60,718円�

その他�
（1.9％）�
30,359円�

基本金�
組入額�
（19.9％）�
317,969円�

一人当たり�
支出計�

1,597,834円�

学生生徒等�
納付金�
（77.1％）�
1,070,463円�

手数料�
（5.8％）�
80,528円�

補助金�
（9.5％）�
131,899円�

資産運用収入�
（2.6％）�
36,099円�

その他�
（5.0％）�
69,420円�

一人当たり�
収入計�

1,388,409円�

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
借
入
金

等
収
入
、
前
受
金
収
入
な
ど
も

含
め
、
四
百
六
十
五
億
八
千
五

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
も
含

め
、
四
百
八
十
九
億
八
千
九
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
差
し
引
き
当
年
度
不
足
資

金
二
十
四
億
四
百
万
円
は
、
前

年
度
繰
越
支
払
資
金
か
ら
充
て

る
こ
と
に
な
り
、
次
年
度
繰
越

支
払
資
金
は
百
五
十
三
億
二
千

九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
実
験

・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な
ど

で
す
。
政
策
創
造
・
シ
ス
テ
ム

理
工
・
環
境
都
市
工
・
化
学
生

命
工
学
部
の
新
入
生
の
初
年
度

学
費
は
、
新
た
な
設
定
額
に
よ

っ
て
お
り
、
既
存
学
部（
法
・
文

・
経
済
・
商
・
社
会
・
総
合
情

報
学
部
）
学
費
は
、
社
会
・
経

済
情
勢
を
勘
案
し
、
初
年
度
学

費
を
平
成
十
二
年
度
か
ら
据
え

置
い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十

九
年
度
も
据
え
置
き
ま
し
た
。

手
数
料
収
入
は
、
入
学
検
定

料
が
主
な
も
の
で
す
。
大
学
院

（
法
科
大
学
院
お
よ
び
会
計
専

門
職
大
学
院
含
む
）
千
九
百
五

十
人
、
学
部
七
万
四
千
人
、
高

校
四
百
人
、
中
学
校
六
百
人
、

幼
稚
園
八
十
人
を
見
込
み
ま
し

た
。補

助
金
収
入
は
、
大
学
へ
の

国
の
経
常
費
補
助
金
と
高
校
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大
阪
府

の
経
常
費
補
助
金
が
主
な
収
入

で
す
。

人
件
費
支
出
は
、
教
員
人
件

費
、
職
員
人
件
費
、
役
員
報

酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各

設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動
に

必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託
費

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
、
学
生
募

集
に
係
る
経
費
お
よ
び
法
人
の

運
営
費
な
ど
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
、
第
一
学

舎
一
号
館
建
て
替
え
工
事
、
第

四
学
舎
三
号
館
建
築
工
事
、
千

里
山
北
広
場
造
成
工
事
、
第
一

学
舎
一
号
館
外
構
工
事
、
第
四

学
舎
三
号
館
外
構
工
事
な
ど
で

す
。設

備
関
係
支
出
は
、
第
一
学

舎
五
号
館
電
話
交
換
機
、
第
一

学
舎
一
号
館
建
て
替
え
工
事
お

よ
び
第
四
学
舎
三
号
館
建
築
工

事
な
ど
に
伴
う
機
器
備
品
購
入

な
ど
で
す
。

平
成
十
九
年
度
資
金
収
支
予
算
は
、『
資
金
収
支
予

算
書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
し
た
も
の

が
�
表
１
�
で
す
。

平
成
十
九
年
度
消
費
収
支
予
算
は
、『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
す
る
と
、

�
表
２
�
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
四
百
二
十
二
億
六
千
七
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
十
九
億
六
千
九
百
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

基
本
金
組
入
額
は
、
施
設
設

備
あ
る
い
は
将
来
の
施
設
取
得

に
係
る
積
立
金
や
基
金
な
ど
に

充
当
す
る
も
の
で
、
九
十
六
億

九
千
八
百
万
円
と
な
り
、
対
前

年
度
比
較
で
十
二
億
三
千
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
帰
属

収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控

除
し
て
消
費
支
出
に
充
当
す
る

こ
と
が
で
き
る
消
費
収
入
は
、

三
百
二
十
五
億
六
千
九
百
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
七

億
三
千
八
百
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

消
費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
三
百
八
十
九
億
四
千
五
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
十
億
八
千
五
百
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度

予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の
均

衡
状
況
を
あ
ら
わ
す
消
費
支
出

超
過
額
は
、
六
十
三
億
七
千
六

百
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比

較
で
三
億
四
千
七
百
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

次
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
に
な
る

繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
百
億
五
千
四
百
万
円
に
、

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
六
十

三
億
七
千
六
百
万
円
を
加
え
百

六
十
四
億
三
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
、
借
り
入
れ
た

借
入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る

基
本
金
未
組
入
額
（
潜
在
的
累

積
赤
字
と
い
わ
れ
る
も
の
）
が

五
十
億
八
千
二
百
万
円
あ
り
、

こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
た
累
積
赤

字
と
い
わ
れ
る
額
は
二
百
十
五

億
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
予
想
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
平
成
十
九
年
度
末
借

入
金
残
高
は
、
当
年
度
中
の
借

入
れ
と
償
還
分
を
差
引
き
、
前

年
度
よ
り
七
億
九
千
二
百
万
円

減
し
て
、
五
十
億
八
千
二
百
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校
法

人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産
を

取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収
入

か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維
持

す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ
が

「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関

西
大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入

額
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、
減
価
償
却
額
が
含
ま
れ

ま
す
。

東京センター（赤枠部分）

平
成
十
九
年
度
は
大
学
全
入

時
代
の
到
来
の
年
で
あ
り
ま

す
。
本
学
は
「
危
機
こ
そ
好

機
」
と
捉
え
、
国
家
・
社
会
の

形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
強

い
関
大
人
を
育
成
す
る
「
二
十

一
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ
成
熟

・
飛
翔
し
て
い
く
た
め
、「
教

育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」
の

三
つ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

経
営
と
教
学
が
一
体
と
な
っ
て

さ
ら
に
「
強
い
関
西
大
学
」
の

構
築
に
向
け
て
邁
進
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
以
降
の
財
政

見
通
し
は
、
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
の
具
体
化
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
舎
の
改

築
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
な
ど
に
伴

う
多
額
の
支
出
が
必
要
と
な
る

一
方
、収
入
財
源
は
、十
八
歳
人

口
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
影
響

を
受
け
、
学
生
生
徒
等
納
付
金

を
中
心
と
す
る
帰
属
収
入
の
確

保
が
次
第
に
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
私
立
大
学
を

取
り
巻
く
今
日
的
な
状
況
お
よ

び
本
学
財
政
の
現
況
と
将
来
予

測
を
踏
ま
え
、
各
設
置
学
校
の

財
政
的
自
立
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、さ
ま
ざ
ま
な
改
善
・
改
革
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
、関
係

者
の
み
な
さ
ま
方
の
大
学
財
政

に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
関
西
大
学
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
に
も
財
務
情

報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。h

ttp
:��w
w
w
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�表１� 資金収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

△３，６８８

２，６１４

１，３３０

１，２８４

△２，４０４

（注）平成１８年度予算は、第１次補正後予算です（以下同じ）。

�表２� 消費収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

１，９６９

△１，２３１

７３８

１，０８５

△３４７

△６，０２９

△６，３７６

平成１８年度予算

２１，４２１

４３，９７１

４７，６５９

△３，６８８

１７，７３３

平成１８年度予算

４０，２９８

△８，４６７

３１，８３１

３７，８６０

△６，０２９

△４，０２５

△１０，０５４

平成１９年度予算

１７，７３３

４６，５８５

４８，９８９

△２，４０４

１５，３２９

平成１９年度予算

４２，２６７

△９，６９８

３２，５６９

３８，９４５

△６，３７６

△１０，０５４

△１６，４３０

科 目

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科 目

A 帰 属 収 入

B 基 本 金 組 入 額

C 消 費 収 入 ( A + B )

D 消 費 支 出

当年度消費収支差額(C―D)

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当
年
度

４

収
支
予
算
の
概
要

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

５

お
わ
り
に

（１０）平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号
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いいいいいいいいいい
関関関関関関関関関関
西西西西西西西西西西
大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学
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１経
営
理
念

２基
本
方
針

３長
期
的
視
点

に
よ
る
構
想

４行
動
計
画

この「行動計画」は、平成１７年５月に公表した『関西大学の経営理念
・基本方針―「強い関西大学」の構築に向けて―』に基づき、本学にお
ける経営・教学事項について、学内状況はもとより、大学を取り巻く環
境や社会情勢をも総合的に勘案して改めて検討した結果、短期１年（平
成１９年度）、中期４年（平成２０年度から平成２３年度まで）の行動施策とし
て更新したものである。 （総合企画室）

学
校
法
人
関
西
大
学
第
十
五

期
理
事
会
は
、
平
成
十
七
年
五

月
十
二
日
に
、『
関
西
大
学
の
経

営
理
念
・
基
本
方
針
―
「
強
い

関
西
大
学
」
の
構
築
に
向
け
て

―
』
を
学
内
外
に
公
表
し
た
。

「
経
営
理
念
」
に
お
い
て

は
、『「
知
」
の
世
紀
を
リ
ー
ド

し
、
新
し
い
「
公
共
」
を
創
造

す
る

力
漲
る
二
十
一
世
紀
型

総
合
学
園
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
る
と
と
も
に
、
各
設
置
学

校
に
お
け
る
方
針
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
。

な
か
で
も
、
関
西
大
学
が
め

ざ
す
べ
き
個
性
・
特
色
と
し
て
、

「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」を

本
学
に
課
せ
ら
れ
た
三
つ
の
使

命
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
リ
ー
ド
す
る

創
造
性
に
富
ん
だ
人
材
、
国
や

地
域
、
社
会
の
発
展
に
主
体
的

に
参
画
す
る
「
強
い
関
大
人
」を

育
成
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

こ
の
経
営
理
念
を
実
現
す
る

う
え
で
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
、

経
営
事
項
・
教
学
事
項
そ
れ
ぞ

れ
の
「
基
本
方
針
」
を
策
定
し

た
。
と
り
わ
け
、
財
政
基
盤
の

安
定
を
経
営
の
根
幹
と
と
ら
え

つ
つ
、
組
織
・
人
事
、
施
設
・
設

備
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
な
ど
の
各
機
能

が
経
営
理
念
の
実
現
を
下
支
え

す
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
経

営
、
教
学
が
中
長
期
的
に
め
ざ

す
べ
き
具
体
的
基
本
方
針
を
策

定
し
た
。

【
経
営
事
項
】

・
経
営
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立

・
財
政
基
盤
の
確
立

・
全
学
体
制
樹
立
へ
の
構
成
員

（
学
内
教
職
員
）の
意
識
改
革

・
学
生
支
援
の
向
上
お
よ
び
事

務
の
効
率
化
の
た
め
の
事
務

組
織
改
革

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す

る
説
明
責
任
と
情
報
の
開
示

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
し

た
情
報
発
信

・
大
学
の
社
会
的
責
任
（
Ｕ
Ｓ

Ｒ
）
を
意
識
し
た
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制
の
確
立

・
大
学
の
危
機
管
理
体
制
の
整

備
・
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の

推
進

・
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
策
定

・
幼
稚
園
の
経
営
改
善

【
教
学
事
項
】

・
教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立

・
教
学
組
織
の
改
革

・
教
員
組
織
の
改
革
（
教
員
数

お
よ
び
教
員
配
置
の
見
直

し
）

・
改
組
・
改
編
な
ど
既
存
学
部

・
研
究
科
の
改
革
推
進

・
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
へ
の
積

極
的
申
請

・
重
点
化
に
よ
る
世
界
水
準
の

研
究
と
外
部
資
金
の
獲
得

・
研
究
支
援
体
制
の
整
備
充
実

お
よ
び
研
究
所
の
統
合

・
国
際
交
流
の
新
た
な
展
開

・
地
域
連
携
の
推
進

・
学
生
・
生
徒
の
課
外
活
動
の

振
興

・
入
学
試
験
制
度
改
革

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

・
Ｉ
Ｔ
ト
ー
タ
ル
化
の
推
進

・
産
学
官
連
携
と
知
財
戦
略
の

推
進

・
高
大
連
携
の
推
進

・
中
高
大
十
年
一
貫
教
育
の
検

討

教
学
事
項
の
基
本
方
針
に

は
、
平
成
十
七
年
一
月
の
中
央

教
育
審
議
会
答
申
「
我
が
国
の

高
等
教
育
の
将
来
像
」
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
七
つ
の
機
能
の
う

ち
、
総
合
大
学
で
あ
る
関
西
大

学
が
「
個
性
輝
く
大
学
」
と
し

て
特
色
を
明
確
化
す
べ
く
、
答

申
で
示
さ
れ
た
機
能
を
取
捨
選

択
す
る
形
で
盛
り
込
む
こ
と
と

し
た
。

（
１
）現
在
推
進
し
て
い
る
構
想

学
校
法
人
制
度
の
改
善
を
期

す
る
私
立
学
校
法
の
改
正
、
国

立
大
学
の
法
人
化
は
、
戦
略
思

考
に
裏
づ
け
ら
れ
た
経
営
の
発

揮
を
教
育
機
関
に
求
め
て
い

る
。
こ
の
要
請
に
応
え
る
に
は

中
長
期
的
な
経
営
課
題
を
探
求

し
、
解
決
に
至
る
目
標
を
設
定

し
、
迅
速
に
達
成
す
る
体
制
の

構
築
と
構
成
員
の
情
熱
が
不
可

欠
で
あ
る
。

本
法
人
は
、
課
せ
ら
れ
た
社

会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、
中

長
期
戦
略
構
想
策
定
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
経
営
戦
略

課
題
を
探
求
し
つ
つ
、
中
長
期

の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
、
現
在
努
力
を
続
け

て
い
る
。
な
か
で
も
（
ア
）
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
再
構
築
、（
イ
）
高
槻
新
キ
ャ

ン
パ
ス
構
想
、（
ウ
）
既
存
学
部

の
改
編
を
伴
う
新
学
部
設
立
に

よ
る
成
長
と
発
展
、（
エ
）
キ
ャ

ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

構
築
の
四
事
業
は
最
も
重
要
な

施
策
で
あ
る
。

（
ア
）
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築

平
成
十
七
年
四
月
の
私
立
学

校
法
の
改
正
に
伴
い
、
理
事
会

を
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
、
か
つ
理
事
長
を
最

高
執
行
責
任
者
と
す
る
こ
と
な

ど
権
限
が
明
確
化
さ
れ
た
。
本

法
人
お
よ
び
設
置
学
校
が
、
教

育
・
研
究
機
関
と
し
て
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
経

営
と
教
学
の
連
携
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
し
、
意
思
決
定
を
迅

速
に
行
い
、
か
つ
適
切
に
執
行

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
理
事
会
の

諮
問
機
関
と
し
て
寄
附
行
為
改

正
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
教

学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
を

含
む
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
イ
）
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

構
想初

等
教
育
か
ら
大
学
院
・
社

会
人
教
育
ま
で
の
生
涯
一
貫
教

育
構
想
を
実
現
す
る
本
構
想
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
ま

で
に
認
可
申
請
を
行
い
、
平
成

二
十
二
年
四
月
に
高
槻
新
キ
ャ

ン
パ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
具
体
化
を
図
っ
て
い

る
。
現
在
の
検
討
経
過
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ

初
等
か
ら
高
等
教
育
ま

で
の
一
貫
教
育
を
実
践
す
る

意
義
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

「
確
か
な
学
力
」「
国
際
理
解

力
」「
情
感
豊
か
な
心
」「
健

や
か
な
体
」
を
発
達
段
階
に

応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
め

る
こ
と
で
人
間
力
の
基
礎
と

な
る
部
分
を
養
う
、
そ
し
て

「
高
い
人
間
力
」（
�
高
い
倫

理
観
と
品
格
）
を
有
し
た
人

格
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
「
た
く
ま
し
さ
」
と
「
し

な
や
か
さ
」
を
備
え
た
人
材

を
育
成
す
る
。

ｂ

新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

「
安
全
」「
防
災
」「
危
機
管

理
」
に
関
わ
る
新
学
部
・
大

学
院
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

わ
が
国
に
お
け
る
「
安
全
を

脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
今
日
的

問
題
」
に
対
応
し
、
問
題
を

解
決
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
安
心
・
安

全
で
質
の
高
い
生
活
の
で
き

る
国
」の
実
現
に
貢
献
す
る
。

ｃ

施
設
・
設
備
面
で
は
、

教
育
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
貢
献
に

関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
得
る
防
災

セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
た
せ
る

と
と
も
に
、
大
学
か
ら
市
民

へ
の
「
知
の
還
元
」
と
し

て
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
よ
う
学
舎
内
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
。

（
ウ
）
既
存
学
部
の
改
編
を

伴
う
新
学
部
設
立
に
よ
る
成
長

と
発
展

政
策
創
造
学
部
の
設
置
、
工

学
部
の
理
工
系
三
学
部
へ
の
再

編
を
行
い
、
平
成
二
十
年
四
月

に
は
心
理
学
研
究
科
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
に
よ

り
、
具
現
化
し
検
討
し
て
い

く
。（

エ
）
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
築

施
設
面
で
は
、「
千
里
山
丘
の

森
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」
に
基
づ

き
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
、
安

心
長
寿
命
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成

に
注
力
し
て
い
る
。
同
構
想
に

よ
っ
て
第
一
学
舎
一
号
館
建
て

替
え
、
同
五
号
館
お
よ
び
第
四

学
舎
三
号
館
の
建
築
、
ま
た
学

生
厚
生
施
設
と
し
て
「
総
合
学

生
会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜

風
館
」
お
よ
び
憩
い
の
場
と
し

て
「
悠
久
の
庭
」
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
と
も
さ
ら
に
こ
の

構
想
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
キ

ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

（
２
）長
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
こ
の
よ
う
に
、
種
々
の
形
で

長
期
的
な
計
画
を
遂
行
し
て
い

る
が
、
関
西
大
学
は
、
激
動
の

時
代
を
駆
け
抜
け
、
将
来
に
お

い
て
も
個
性
輝
く
大
学
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
学
園
全
体
の

将
来
像
・
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ

ン
）
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
目
的
を

達
す
る
た
め
、
関
西
大
学
戦
略

会
議
の
下
に
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
十

年
後
の
関
西
大
学
」
を
見
据
え

た
学
校
法
人
全
体
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
を
平
成
十
九
年
度

中
に
具
現
化
す
る
予
定
で
あ

る
。中

長
期
戦
略
構
想
策
定
体
制

の
も
と
に
お
い
て
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
新
た
に
推
進
す
べ
き

施
策
に
つ
い
て
は
、
行
動
計
画

に
組
み
込
む
と
と
も
に
、
翌
年

度
の
予
算
編
成
を
行
う
う
え

で
、「
予
算
編
成
方
針
」
に
も
盛

り
込
み
、
財
政
的
展
望
に
裏
打

ち
さ
れ
た
中
長
期
総
合
事
業
構

想
を
策
定
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

「
経
営
理
念
・
基
本
方
針
」

は
、
本
学
が
進
む
べ
き
方
向
性

を
表
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

「
行
動
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

時
代
や
社
会
の
変
化
、
学
内
外

の
情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
更
新
し
て
い
く
べ
き
も
の

で
あ
る
。

第第１１学学舎舎１１号号館館（（外外観観イイメメーージジ））

経
営
理
念
お
よ
び
基
本
方
針

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
改
革
行
程
表
）
を

戦
略
的
に
策
定
し
、
中
長
期
計

画
か
ら
年
度
計
画
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

戦
略
的
と
は
、
経
営
理
念
・

基
本
方
針
に
基
づ
く
行
動
計
画

に
つ
い
て
、
時
代
に
即
応
す
る

形
で
優
先
順
位
を
付
し
、
実
行

に
移
す
こ
と
で
あ
る
。

行
動
計
画
に
は
、
短
期
（
一

年
）、
中
期
（
四
年
）
の
二
つ
の

枠
組
み
を
設
け
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
短
期
一
年
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
実
行
に

移
す
た
め
、
不
退
転
の
決
意
を

も
っ
て
推
進
す
る
べ
き
事
項
で

あ
る
。
ま
た
、
中
期
四
年
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
視

点
に
立
ち
、
法
人
と
し
て
は
、

「
経
営
」「
意
思
決
定
」「
社
会

へ
の
説
明
責
任
」
そ
し
て
「
教

育
・
研
究
環
境
の
整
備
」
と
い

っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
き
、

ま
た
、
大
学
で
は
、
「
各
学

部
、
あ
る
い
は
学
部
・
大
学
院

間
の
一
層
の
有
機
的
連
携
」「
学

生
、
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
」
と
い
っ
た
視
点
で
、
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

抜抜きき取取っってておお読読みみくくだだささいい

平
成
１９
年
度

平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号（７）



短期１年の計画（平成１９年度）

中期４年の計画（平成２０年度～平成２３年度）

【経 営】
（１）ユニバーシティ・ガバナンスの再構築
（２）大学教育職員の定年制度改善について平成２０年度導入の

検討
（３）学校法人の長期ビジョンの策定
（４）学校法人福武学園との合併に係る「合併推進協議会」の

開催
（５）法務室の設置
（６）関西大学USR（大学の社会的責任）の検討
（７）キャンパスグランドデザインに基づく学内施設の戦略的

整備
�第１学舎１号館（法学部、文学部、政策創造学部等が使
用）建て替え
�第４学舎３号館（理工系学部等が使用）建築

（８）エクステンション・リードセンター事業における既存講
座・重点講座の強化・充実、新規講座の検討

（９）東京センターのサピアタワー（JR東京駅日本橋口直結）へ
の移転拡大（平成１９年３月２８日移転）に伴う事業拡充（公開
講演会、公開セミナー、産学連携等）

（１０）大阪市内における本学拠点としての中之島センターの利
用促進

【大 学】
（１）教学委員会の設置
（２）研究推進委員会の設置
（３）大学の長期ビジョンの策定
（４）自己点検・評価体制の見直し
（５）学部・大学院・機構・センター・研究所の新規事業
〔法学部・法学研究科〕
�法科大学院進学支援の一環としての法科大学院進学相談室
（仮称）の設置
�各入試理念の実効的実現を目的とする各種入試制度の改革
〔文学部・文学研究科〕
�シニア層への教育の展開（「カレッジリンク型シニア住宅」
に提供する教育プログラム プレコースの実施）
�外国語検定試験単位認定者数２００人の達成

〔経済学部・経済学研究科〕
�学部留学生推薦入学制度の実施
�「５年一貫（学部３年、修士２年）教育プログラム入学試
験」の実施に伴う教育システムの充実（平成１９年度実施）

〔商学部・商学研究科〕
�学部カリキュラム改革（５専修制導入、基礎教育の充実）
�KUBIC※１を利用した学部教育プランの展開

〔社会学部・社会学研究科〕
�学部創立４０周年記念行事（�Sociology Next４０�）プロジェク
トの実施
�心理学専攻の２コース制の導入
�心理学専攻の早期卒業制度（平成２０年４月開設予定臨床心理
専門職大学院への進学）の導入

〔総合情報学部・総合情報学研究科〕
�学部カリキュラムの「系」分類への移行
�カリキュラムと連携した設備・機器整備の充実（コンテンツ
指向実習科目と SINET情報環境のマッチング）
�研究科 ITベンチャーコンソーシアムの設置

〔政策創造学部（平成１９年４月開設）〕
�キャリア教育の充実
�GPA※２の活用
〔システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部（平成１９
年４月開設）・工学研究科〕
�理工学府の設置
�理工学テクノサポートセンター（仮称）の設置
�理工学教育開発センター（仮称）の設置
�理工学プランニング室（仮称）の設置
�教員個人自己点検評価制度の導入（試行）
�研究科国際理工学教育研究プログラムの導入
�研究科社会人向け前期課程１年修了制度の導入
�研究科海外実習制度・アドバンスドインターンシップ制度
の導入と関係カリキュラム設置

〔法科大学院〕
�在学生の学習環境の拡充（アカデミック・アドバイザー制度
の充実等）
�修了生支援制度の整備
〔会計専門職大学院〕
�公認会計士試験対策の強化
�監査法人へのインターンシップの導入（課外教育活動）
�日本公認会計士協会実務補習指導要領を前提として、会計
専門職大学院の学生が修得した授業科目を実務補習科目へ
読み替えることができる制度を導入

〔全学共通教育推進機構〕
�全学共通教育推進組織改編の検討
�FD活動※３の拠点となるセンター開設の検討
�教職を希望する学生を支援するセンター開設の検討
〔入試センター〕
�学部入試における多様な制度の充実
�大学院入試の重点的整備など入学試験制度改革
�ネックレスセミナーの開催など高大連携の推進
〔図書館〕
�図書館システムの更新
�アウトソーシングの見直し
〔博物館〕
�博物館常設展示室のレイアウト全面変更
〔国際交流センター〕
�「関西大学日本・EU研究センター」における重点研究の推
進
�静宜大学特別留学プログラムの導入
�認定留学制度の柔軟な運用の導入
�Japanese Studies 科目の充実
〔先端科学技術推進機構〕
�ハイテク・リサーチ・センター整備事業２件、学術フロン
ティア推進事業１件の申請
�大阪医科大学との医工連携共同研究の推進
〔法学研究所〕
�学術フロンティア推進事業の申請
〔人権問題研究室〕
�「教科書問題」に関する国際シンポジウムの開催
�障害者関係学生ボランティア養成のための研究着手

〔社会連携推進本部〕
�イノベーション創出に向けた産学官連携の拡大・充実
�研究成果の権利化、技術移転の推進
�大学・地域の組織的・戦略的な対応の強化
�包括協定を締結した各自治体との地域連携事業の拡大・充
実

【高等学校・中学校】
（１）本校の特色を見据えたカリキュラムの検討とそれを踏ま

えたシラバスの整備
（２）１０年一貫教育の中で中・高・大連携の充実・強化
（３）スポーツ推薦入学制度の拡充・整備案の策定
（４）教科学習への情報教育の活用
（５）生徒の安全確保に関する取り組みの推進
【幼稚園】
（１）幼稚園活性化プランの推進
（２）幼稚園安全（危機管理など）対策の整備・充実
（３）園舎の総合的改修・改築の検討

【経 営】
（１）高槻新キャンパス構想の推進（平成２２年４月開設）
（２）学校法人福武学園（北陽高等学校）との合併（平成２０年４月

実施）
（３）大学教育職員の定年制度改善（平成２０年４月導入）
（４）高等学校・中学校教諭の定年制度改善（平成２０年４月施行）
（５）全学 ITトータルシステムの構築（平成２３年３月完成）
（６）キャンパスグランドデザインに基づく学内施設の戦略的

整備
�第２学舎２号館（経済学部、商学部等が使用）建て替え（平
成２０年度建築実施）

【大 学】
（１）教学ガバナンスの再構築（平成２０年度導入）
（２）全学共通科目の充実（平成２０年４月導入）
（３）教育研究の充実に係る人的基盤の強化（教員配置・教員数

等の見直し）（平成２０年実施）
（４）緊急時体制の確立（平成２０年度導入）
（５）GPA制度の導入（平成２０年度）
（６）高大接続パイロット校の拡充（平成２０年度完成）
（７）心理学研究科（臨床心理専門職大学院含む）の設置（平成２０

年４月開設予定）
（８）留学生別科の設置検討
（９）機関リポジトリ※４の構築（平成１９年度導入、２０年度完

成）
（１０）学部・大学院・機構・センターの改革
〔法学部・法学研究科〕
�法化社会を生きる専門的力量を涵養するための学部カリキ
ュラム改革（平成２０年度導入）
�新しい法学部のあり方に対応した学部教育体制の抜本的見
直し（平成２２年度実施）
�早期卒業制度（学部３年、修士２年）の検討（平成２１年度に結
論を出す）

�平成１７年度開始の研究科新カリキュラムの検証と改善（平成
２２年度完了）

〔文学部・文学研究科〕
�シニア層への教育の展開（「カレッジリンク型シニア住宅」
に提供する教育プログラムの運営）（平成２０年度）

�学部改組の検討
〔経済学部・経済学研究科〕
�各種入試による受け入れ学生に対応した指導体制の確立
（個々の能力に応じた潜在的多機能開発）（平成２０年度実施）
�学部におけるインターフェースFDの充実（他大学経済学部
学生とのアカデミック・ディベート）（平成１９年度試行的実
施、平成２０年度本格的実施）
�学部教育の国際化戦略の検討（語学研修と海外現場体験学習
の単位認定制度）（平成２０年度実施に向けて）

�早期卒業（学部３年、修士２年）の検討（平成２０年度実施）
�研究科カリキュラムの改革（学部カリキュラムとの有機的連
携）（平成２２年度実施）

〔商学部・商学研究科〕
�KUBICを利用した高大連携、地域・社会連携の推進（平成
２１年度実施）
�学部アカウンティング教育の充実（平成２２年度導入）
�研究科の組織改革（教員組織の充実）（平成２０年度導入）

〔社会学部・社会学研究科〕
�専攻間コースの新設（平成２０年度段階的導入、平成２２年度全
面導入）

�専攻内プログラムの充実・新設（平成２０年度導入完了）
�学部新カリキュラムの導入（平成２０年度導入完了）
�研究科の改編・新コース導入（平成２０年度導入）
〔総合情報学部・総合情報学研究科〕
�学部カリキュラムの充実（導入科目「Enjoy Computing」
の点検・充実、導入ゼミの実施、平成２０年度）、（実習科目の
系統的な整備、平成２０～２１年度）
�移動型映像配信サテライトの配備（平成２０年度）
�地域連携への展開と社会貢献（高槻市民向け映像指導教室や
高槻市民映像祭など）（平成２１年度）
�博士後期課程の充実（情報パイオニアを生み出す人材教育の
徹底）（平成２０年度）
�競争的資金の継続的獲得（平成２０年度）
〔政策創造学部〕
�政策学研究科（仮称）の設置（平成２１年度開設予定）
�DD（デュアル・ディグリー）制度の導入（平成２３年度）
�ゼミナールの充実（フィールドワーク、プロジェクトゼ
ミ、インディペンデントスタディ）（平成２０年度）

〔システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部・工学
研究科〕
�学部早期卒業制度の導入（平成２０年度）
�理工学府の改編（平成２１年度）
�大学院早期修了制度の導入（平成２０年度）
�研究科企業支援理工学教育研究プログラムの導入（平成２０年
度）

�研究科近隣研究機関連携理工学教育研究プログラムの導入
（平成２０年度）
�研究科専攻・分野体制の第２次再編（平成２１年度）
�研究科カリキュラムの第２次改革（平成２１年度）
�大学院５年一貫制「イノベーション工学専攻（融合領域工学
専攻）」（仮称）の設置（平成２１年度）

〔外国語教育研究機構・外国語教育学研究科〕
�海外の大学院との提携実施（平成２０年度）
〔法科大学院〕
�新司法試験に向けた学習支援の強化（平成２０年度実施）
�遠隔地法律相談等の事業の継続・発展（平成２０年度まで継
続）

〔会計専門職大学院〕
�監査法人へのインターンシップの導入（正規授業科目）（平成
２０年度）
�第三者評価事前評価（平成２０年度）、本評価（平成２１年）
〔学生センター〕
�学生文化および学生スポーツのフロントランナーの育成
�奨学金制度の整備・充実
�学生生活に関するセーフティネットの構築
�学生センターの意思決定システムの再編・整備（平成２０年
度）

〔入試センター〕
�入試制度改革�
�学生募集に関わる中長期ビジョンの確立
�危機管理体制の整備・充実（平成２１年度）
�大学院学内入試制度の総合的見直し（平成２１年度導入）
�入試センターにおける大学院入試の制度化、規程化（平成２１
～２２年度導入）
�入試センターのアドミッション・オフィス化の検討

�高大連携の推進�
�Webを利用した高大連携事業（コンテンツ）の展開（平成２１年
度開始）
�学校インターンシッププログラムの継続展開（平成２１年度開
始）
�大学と一高との高大接続プログラムの展開（平成２０年度）
〔キャリアセンター〕
�キャリア支援の推進�
�「総合大学における標準型キャリア教育の展開」（平成１８年
度現代GP採択）の継続展開（平成１８～２０年度）
�各種資格取得試験等の支援機能の統合（平成２０年度開設）
�ポートフォリオによる自己開発システムの導入（平成２０年度
導入）

〔図書館〕
�学部資料室運営の整備（平成２０年度導入）
�書庫の狭隘化解消（平成２１～２２年度）
�電子図書館化の推進（平成２２年度導入）

〔博物館〕
�バーチャル・ミュージアム構想の推進

〔IT センター〕
�先進的 IT基盤の実現と運用（平成２１～２２年度完成）
�教育・研究・社会貢献のためのきめ細かなWeb環境の実現
（平成２０～２１年度運用開始）
�ｅラーニング・知的コンテンツ基盤整備（平成２０～２１年度運
用開始）
�人材の育成（情報政策統括責任者CIO、ITエキスパートの
育成）（平成２０～２１年度運用開始）

〔国際交流センター〕
�協定大学拡大プロジェクト（全５０大学 平成２１年度完成）
�１，０００人派遣プロジェクト（平成２０年度導入）
�短期語学セミナー拡大（スペイン語等）（平成２０年度導入）
�GK（Globalizing Kandai）構想 Phase Ⅱプロジェクト（平
成２１年度導入）

〔経済・政治研究所〕
�関西大学ソシオネットワーク戦略研究センターおよび政策
グリッドコンピューティング実験センターとの連携事業の
展開

〔東西学術研究所〕
�アジア文化交流研究センター（CSAC）事業の推進（平成１７～
２１年度）
�若手研究者の育成と教育機能の強化（平成２０年度実施）
〔先端科学技術推進機構〕
�国立循環器病センター、産業技術総合研究所などとの共同
研究推進（平成２０年度）

�大阪医科大学、大阪薬科大学との医工薬連携共同研究推進
（平成２０年度）

〔人権問題研究室〕
�「アジアにおける女性」国際シンポジウムの開催（平成２２年
度）

〔社会連携推進本部〕
�首都圏における産学官連携事業の推進（平成２０年度実施）
�国際的な産学官連携（平成２０年度導入）
�産学連携・地域連携活動拠点の拡大（平成２０年度導入）
�外部資金の積極的導入（平成２０年度導入、２１年度拡大）

【高等学校・中学校】
（１）多様な中高入学制度の検討と生徒の能力を活かした卒業

見込者選抜（内部進学）制度の協議（平成２０年度学生募集）
（２）英語、漢字、数学、その他検定テストおよび学習面での

外部評価の積極的導入（平成２０年度導入）

以上の行動計画を着実に実現するとともに、経営ならびに教
学に関する基本方針に掲げた重要事項のうち、行動計画の策定
に至っていない事項についても、早期にその具体化・施策化を図
ることにより、「強い関西大学」の構築を推進していくこととす
る。

以 上

※１ KUBIC：関西大学ビジネスプラン・コンペティション�Kansai
University BIz plan Competition）：商学部創設１００年を機に始まっ
た学部行事。全国の高校生・大学生からビジネスプラン（事業企画
書）を募集し、所定の審査を通過した応募者が、本選プレゼンテー
ション大会で優勝・準優勝を競うもの。

※２ GPA制度：GPA（Grade Point Average）とは、全履修科目を
対象に成績評価（不合格・不受験を含む）を数値化し平均した値
で、これを学習指導や成績優秀者の選出などに活用し、学生の学
習効果の向上に役立てることを目的とした成績評価制度。

※３ FD活動：Faculty Development の略で、教育環境や教員の教
え方を改善していく組織的な取り組み。

※４ 機関リポジトリ：Web 上の電子書庫で、大学の学術研究の成
果である知的生産物（学術論文、学位論文、紀要論文、ワーキング
ペーパー、研究報告、教材、図書、特許情報等）を電子的に収集・
保存し、蓄積し、Web により学内外に広く公開するもの。
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本学と吹田市教育委員会は、「関西大学吹田
市民講座」（前期）を４コース２０テーマで共催
します。会場は、木曜日は千里山キャンパス
新関西大学会館北棟１階多目的ホール、金曜

日は南千里の吹田市立千里市民センター３階
大ホール。広く一般社会人の受講を歓迎しま
す。問い合わせは、リードセンター千里山キ
ャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

※関西大学おおさか文化セミナー、関西大学公開講座（高槻市）については
４月から、関西大学吹田市民講座については５月から申込受付を開始してい
ますので、定員に達している場合があります。その他の講座も定員に達し次
第締め切ります。

本学と高槻市立生涯学習センターは、
「関西大学公開講座（高槻市）」（前期）
を一般社会人を対象に次のテーマで共催
します。会場は高槻市立生涯学習センタ
ー。問い合わせは、リードセンター千里山
キャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

本学と地域連携協定を結んでい
る明日香村と関西大学飛鳥文化研
究所が共催で、日本の歴史を多面
的にとりあげた「飛鳥史学文学講
座」を開催します。会場は、明日

香村中央公民館（奈良県高市郡明
日香村）。受講料は年額５，０００円・
当日のみ受講は１，０００円（テキスト
代含む）。問い合わせは教育後援会
（０６―６３６８―００５５）まで。

本学と大阪府立文化情報センター
は、「関西大学おおさか文化セミナ
ー」（前期）を一般社会人を対象に次の
テーマで共催します。会場は天六キャ
ンパス。問い合わせは、リードセンタ
ー千里山キャンパス事務室（０６―６３６８―
０７２１）まで。

人権問題研究室では、研究成果を学内および
社会に広く還元し、大学内外における人権意識
の向上に寄与するため、学生・教職員・一般市
民を対象に公開講座を開催する。会場は、千里
山キャンパス尚文館マルチメディアＡＶ大教
室、問い合わせは人権問題研究室（０６―６３６８―
１１８２）まで。

東京センターがＪＲ東京駅日本橋口に隣接するサピアタワー９階に移
転後、初のセミナーとなる「関西大学技術交流セミナー」が４月１３日に
開催された。森本靖一郎理事長および河田悌一学長の挨拶に続いて、越
智光一化学生命工学部教授（副学長・社会連携推進本部長）が「接着に
おける新技術～新しい機能性接着剤で何ができるか～」をテーマに講
演、企業関係者を中心に約１４０人の参加により盛会となった。
同セミナーは、来年３月まで毎月１回（全１１回）の開催を予定してい
る。詳細は本学ウェブサイトの「社会連携推進本部」を参照のこと。問い合
わせは社会連携センター事務室（０６―６３６８―１２４５）。（社会連携推進本部）

多数の参加者で熱気にあふれる会

３月３０日、ソシオネットワーク戦略研究センタ
ーにおいて、「The Review of Socionetwork
Strategies 発刊記念シンポジウム」が開催され
た。ニューヨークと東京をテレビ会議システムで
結び、８研究機関から参加した３５人が活発な議論
を交わした。河田悌一学長挨拶の後、経済ネット

ワーク戦略研究班、企業ネットワーク戦略研究
班、社会基盤ネットワーク戦略研究班から、過去
５年間の成果報告があった。総括討論「若手研究
者大いに語る」では、センター出身の若手学者５
人が発表し、最後に、深田良治シュプリンガー・
ジャパン代表取締役の講演「電子ジャーナル発刊
の学術的意義」において、日本初の完全電子査読
学術誌の披露があった。
（ソシオネットワーク戦略研究センター長・総合
情報学部教授 鵜飼康東）
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十
二
日（
金
）
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
心
理
臨
床

社
会
学
部
准
教
授

北

村

由

美

六
月
二
十
九
日（
金
）
子
ど
も
の
心
を
育
む
子
育
て

非
常
勤
講
師

石

田

陽

彦

七
月

六
日（
金
）
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康

社
会
学
部
教
授

寺

嶋

繁

典

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

回

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

４９

五
月

二
十
五
日（
金
）
「
結
婚
差
別
」の
の
り
こ

え
方
を
か
ん
が
え
る

文
学
部
教
授

田

中

欣

和

５０

六
月

二
十
二
日（
金
）

ド
イ
ツ
の
外
国
人
問
題

文
学
部
教
授

佐

藤

裕

子

５１

十
月

二
十
六
日（
金
）

生
活
支
援
工
学
へ
の
期

待
―
実
践
的
な
工
学
的

解
法
の
た
め
に
―

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

准
教
授

倉

田

純

一

５２

十
一
月

十
六
日（
金
）

ベ
ー
ル
の
下
の
素
顔

委
嘱
研
究
員

金

谷

千
慧
子

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

▼
「
大
阪
の
ひ
と
、
街
、
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月
二
十
二
日（
火
）
大
阪
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を

つ
な
ぐ
―
展
望
―

政
策
創
造
学
部
教
授

亀

田

健

二

五
月
二
十
九
日（
火
）
商
い
が
つ
く
る
、
ひ
と
の
つ
な
が
り

商
学
部
准
教
授

三

谷

真

六
月

十
二
日（
火
）
世
界
と
つ
な
が
る
都
市
・
大
阪

政
策
創
造
学
部
教
授

奥

和

義

六
月

十
九
日（
火
）
ま
ち
を
つ
く
る
、
大
阪
の
住
ま
い

と
暮
ら
し

環
境
都
市
工
学
部
准
教
授

岡

絵
理
子

六
月
二
十
六
日（
火
）
市
民
と
街
を
つ
な
ぐ
―
市
バ
ス
開
業

８０
年
と
市
営
交
通
―

商
学
部
教
授

安

部

誠

治

※
時
間
は
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時

▼
「『
食
』
を
ひ
も
と
く
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月
二
十
六
日（
土
）
食
べ
も
の
の
好
著
満
腹
話

法
学
部
教
授

山

野

博

史

六
月

二
日（
土
）
静
か
な
革
命

―
食
を
め
ぐ
る
変
化
が
も
た
ら
し
た
も
の
―

社
会
学
部
教
授

片

桐

新

自

六
月

九
日（
土
）
大
阪
の
食

―
源
流
を
た
ず
ね
て
―

元

大
阪
府
立
食
と

み
ど
り
の
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー
職
員

森

下

正

博

六
月

十
六
日（
土
）
点
心
と
茶

―
宗
教
が
運
ん
だ
食
文
化
―

文
学
部
教
授

大

島

薫

六
月
二
十
三
日（
土
）
器
で
み
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
文
化

―
景
徳
鎮
・
伊
万
里
か
ら
マ
イ
セ
ン
へ
―

文
学
部
教
授

浜

本

隆

志

※
時
間
は
十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分

【第２～４回目の予定】※ 第５回目からの予定については、ホームページ等告知。
「殺菌・抗菌を考える―その実用的手段と微生物のすさまじい抵抗戦略―」
土戸 哲明 化学生命工学部教授（化学生命工学部長）

「技術における安全・安心」
小澤 守 システム理工学部教授（システム理工学部長）

「都市環境と地下水・地盤防災」
楠見 晴重 環境都市工学部教授（環境都市工学部長）

５月１７日（木）
１８：００～２０：００
６月２１日（木）
１８：００～２０：００
７月２０日（金）
１８：００～２０：００

２

３

４

人権問題研究室公開講座

第３３回飛鳥史学文学講座

公 開 講 座

新東京センターで初のセミナー 企業の関係者を中心に１４０人が参加

社会連携推進本部主催「関西大学技術交流セミナー」開催

第３６回関西大学吹田市民講座（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

第２７回関西大学おおさか文化セミナー
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

電子ジャーナル創刊
記念シンポジウム開催

第９回関西大学公開講座（高槻市）
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

（１２）平成１９年（２００７年）５月１８日第 ３４４ 号
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新刊の新刊の�新刊の�

受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

四
月
十
八
日
、
総
合
学
生
会

館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館

二
階
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ノ
ア
に
て
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国

女
性
合
唱
団
「
レ
ソ

ノ
」
と
、
文
化
会
混
声

合
唱
団
「
ひ
び
き
」
に

よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

た
。合
唱
団「
レ
ソ
ノ
」

は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
開
催

さ
れ
た
第
十
回
宗
教
合

唱
曲
の
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
銅
メ
ダ
ル
を
受
賞

し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
今

回
演
奏
を
通
じ
た
国
際

交
流
と
し
て
本
学
を
訪

れ
た
。
当
日
は
、
ラ
ト

ビ
ア
民
謡
や
ラ
ト
ビ
ア
合
唱
曲

な
ど
計
九
曲
が
披
露
さ
れ
、
特

に
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
深

い
「
マ
ー
ラ
の
く
れ
た
命
（「
百

万
本
の
バ
ラ
」
の
原
曲
）
」

に
、
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
観

客
が
魅
了
さ
れ
た
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
五
月

二
十
七
日
（
日
）
に
『
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
祭
』
を
開
催
す
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
本
学
の

学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
卒

業
生
や
地
域
住
民
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、
毎

年
四
千
人
を
超
え
る
参
加
者
で

大
盛
況
で
あ
る
。

『C
o
m
in’�

』
と
題
し
た

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
さ
ら
に
多

く
の
人
び
と
に
参
加
（
Ｃ
ｏ
ｍ

ｅ
ｉ
ｎ
）
し
て
も
ら
い

た
い
�
」
と
い
う
願
い

と
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
が
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
と
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
と
の
団

結
・
交
流
、
さ
ら
に
は

地
域
住
民
と
の
交
流
な

ど
、
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
び

と
が
心
か
ら
楽
し
み
、
満
足
で

き
る
よ
う
に
と
の
意
味
を
込
め

て
い
る
。

今
年
も
、
ク
イ
ズ
番
組
の
ス

タ
ジ
オ
収
録
や
応
援
団
の
演
舞

演
奏
、
総
情
生
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
企
画
、研
究
発
表
会
な
ど
の
ほ

か
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
っ

た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
が
開

催
さ
れ
る
。ま
た
、総
合
情
報
学

部
を
め
ざ
す
受
験
生
対
象
の
入

試
相
談
会
、
地
域
住
民
へ
の
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
体
育
施

設
開
放
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
総
合
情
報
学
部
の
特
色

を
活
か
し
た
「
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
祭
」
の
雰
囲
気
を
存
分
に
感

じ
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

本
学
で
は
、
夏
季
休
業
期
間

中
の
約
一
カ
月
間
、
以
下
の
七

大
学
で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
き

た
語
学
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
外
国
の
文
化
、
歴

史
、
生
活
習
慣
や
考
え
方
を
自

分
の
感
性
で
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
一
部
の
期
間

教
職
員
も
同
行
し
、
現
地
で
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
セ
ミ

ナ
ー
修
了
者
に
は
二
単
位
が
与

え
ら
れ
る
（
入
学
年
度
・
学
部

に
よ
り
単
位
の
取
り
扱
い
が
異

な
る
の
で
、
『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
で
確
認
の
こ

と
）。応募

資
格
は
い
ず
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
「
希
望
語
種
の
学
習
歴

が
あ
る
学
部
、
大
学
院
生
」
で

あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
総
合
情
報

学
部
オ
フ
ィ
ス
で
五
月
二
十
二

日
（
火
）
�
英
語
セ
ミ
ナ
ー

�
、
二
十
九
日
（
火
）
�
英
語

セ
ミ
ナ
ー
以
外
�
ま
で
受
付

中
。な

お
、
今
後
の
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

を
中
止
す
る
場
合
も
あ
る
。

�
英

語
�

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
】

募
集
人
員

三
十
人

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
自
炊
寮
�

【
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
】

募
集
人
員

三
十
人

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
】

募
集
人
員

三
十
人

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
】

募
集
人
員

三
十
人

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

�
ド
イ
ツ
語
�

【
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
】

募
集
人
員

二
十
人

�
大
学
寮
�

�
中
国
語
�

【
復
旦
大
学
】

募
集
人
員

三
十
人

�
研
究
者
用
宿
舎
�

�
朝
鮮
語
�

【
漢
陽
大
学
】

募
集
人
員

二
十
人

�
大
学
寮
他
�

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

四
月
五
日
、
応
援
団
は
新
調

し
た
シ
ン
ボ
ル
「
第
四
代
千
成

瓢
箪
」
の
入
魂
式

を
大
阪
市
内
の
豊

國
神
社
で
行
い
、

学
生
、
Ｏ
Ｂ
な
ど

約
七
十
人
が
出
席

し
た
。
千
成
瓢
箪

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

応
援
の
た
め
、
連

戦
連
勝
し
た
豊
臣

秀
吉
の
馬
印
に
あ

や
か
り
、
昭
和
六

〜
七
年
頃
に
初
代

が
製
作
さ
れ
て
以

来
、
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。
昭
和
四
十
八
年
に
製
作

し
た
第
三
代
の
傷
み
が
激
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

新
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高
さ
二
・
五
�
、
重
量
約
三

十
�
�
、
初
代
の
デ
ザ
イ
ン
に

近
い
第
四
代
が
製
作
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ
が

ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

勝勝利利ののシシンンボボルル
千千成成瓢瓢箪箪をを新新調調
応応 援援 団団

豊豊國國神神社社でで入入魂魂式式

本
学
で
は
す
べ
て
の
構
成
員

の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、

学
内
外
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
毎
年
春
と
秋
の
二
回

実
施
す
る
本
学
独
自
の
人
権
啓

発
行
事
も
そ
の
一
環
で
、
今
年

の
春
は
五
月
七
日
か
ら
十
五
日

の
間
、
開
催
さ
れ
た
。

今
期
は
、
民
族
問
題
、
障
害

者
問
題
、
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い
部
分

に
つ
い
て
解
き
明
か
す
「
公
務

員
厚
遇
問
題
と
部
落
差
別
」

等
、
そ
れ
ぞ
れ
造
詣
の
深
い
講

師
を
招
き
、講
演
会
を
行
っ
た
。

な
お
、当
日
の
講
演
記
録
（
録

画
）
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
総
合
図
書

館
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
（
図
書

室
）
で
閲
覧
で
き
る
の
で
、
当

日
参
加
で
き
な
か
っ
た
諸
君
は

大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

課課外外活活動動行行事事予予定定（（５５／／１１８８～～６６／／１１４４））
◆ハンドボール部
関西学生ハンドボール春季リーグ戦
（対大体大、大教大、武庫女大）
５／１８（金）・１９（土）
グリーンアリーナ神戸・大阪体育大学
なみはやドーム他
平成１９年度関西学生ハンドボール選手
権トーナメント戦
６／９（土）～２４（日）
◆バレーボール部
平成１９年度関西大学バレーボール連盟
春季リーグ戦
５／１８（金）～２７（日）
本学他
◆陸上競技部
第８４回関西学生陸上競技対抗選手権大会
５／１８（金）～２０（日）
淀川河川敷
第２４回ユニバーシアード日本代表選手
選考競技会
５／１８（金）～２０（日）
奈良県・鴻ノ池陸上競技場
◆自転車部
関西学生春季サイクルサッカーリーグ戦
５／１９（土）・２０（日）
桃山学院大学
第９回門田杯Ｕ―２３ ロードレース大会
５／２０（日）
静岡県・日本サイクルスポーツセンター
第２３回全日本学生選手権個人ロードレ
ース大会
６／３（日）
長野県
◆ソフトテニス部
全日本シングルス選手権大会
５／１９（土）・２０（日）
沖縄県・総合運動公園庭球場
関西学生シングルス選手権大会
５／２６（土）・２７（日）
同志社大学
◆野球部
関西学生野球六大学２００７春季リーグ戦
（対京都大）
５／１９（土）・２０（日）
滋賀県・皇子山球場
関西学生野球六大学２００７春季リーグ戦
６／６（水）～８（金）
草津グリーンスタジアム
◆アメリカンフットボール部
フラッシュボウル（対立命館大）
５／１９（土）
エキスポフラッシュフィールド
定期戦（対早稲田大）
６／１０（日）
東京都・アミノバイタルフィールド
◆バドミントン部
関西学生バドミントン春季リーグ戦
（対同志社、立命館他）
５／１９（土）～２１（月）
大阪府立臨海スポーツセンター
◆文芸部

龍谷大学第８５回創立記念降誕会協賛
他大学合同公開読書会
５／２０（日）
龍谷大学深草学舎

◆ユネスコ研究部
ユネスコスクール
５／２０（日）
千里市民センター

◆水上競技部
大阪学生選手権
５／２０（日）
東大阪アリーナ

◆剣道部
第５５回関西学生選手権大会
第３７回関西女子学生選手権大会
５／２０（日）
舞洲アリーナ
第５２回西日本学生剣道大会
第２２回西日本女子学生剣道大会
５／２６（土）・２７（日）
福岡市市民体育館
第３８回大阪学生剣道新人戦大会
第３６回春期大阪学生剣道女子優勝大会
６／１０（日）
大阪経済法科大学

◆混声合唱団「葦」
ＫＵライブ
５／２４（木）
千里山キャンパスＫＵシンフォニーホ
ール

◆馬術部
全日本ジュニア総合馬術選手権大会
５／２５（金）～２７（日）
ＪＲＡ馬事公苑
第５０回関西学生総合馬術大会
第３９回関西学生女子白馬大会
６／２（土）・３（日）
三木ホースランドパーク

◆重量挙部
第２０回全日本女子選手権大会
第６７回全日本選手権大会
５／２５（金）～２７（日）
東京都
第２３回関西学生選抜大会
６／１０（日）
千里山キャンパス凱風館

◆軽音楽部
春前ライブ
５／２６（土）
千里山キャンパスＫＵシンフォニーホ
ール

◆バスケットボール部
西日本学生バスケットボール選手権大会
５／２６（土）～６／３（日）
松下電器体育館・大阪市中央体育館

◆ホッケー部
関西学生ホッケー春季リーグ（対和歌
山大）
５／２６（土）
関西学生ホッケー春季リーグ（対大阪大）
６／３（日）

京都府・グリーンランドみずほホッケー場
◆法律相談所
法律相談
５／２６（土）
千里山キャンパス
法律相談
６／１３（水）
天六キャンパス
◆弓道部
関西学生弓道選手権大会
５／２６（土）・２７（日）
神戸グリーンアリーナ
◆空手道部
第４５回西日本大学空手道選手権大会
５／２７（日）
マツダ工業体育館
◆ボクシング部
近畿学生リーグ戦（対龍谷大）
５／２７（日）
近畿学生リーグ戦（対同志社大）
６／３（日）
近畿学生リーグ戦（対大阪商業大）
６／１０（日）
千里山キャンパス凱風館
◆ユースホステル
全阪ハイク
５／２７（日）
堺市・浜寺公園
ハレ晴レキャンプ
６／２（土）・３（日）
兵庫県
◆将棋部
一軍戦
５／２７（日）～６／３（日）
同志社大学
二軍戦
６／１０（日）
甲南大学
◆卓球部
関西学生卓球選手権大会
６／１（金）～３（日）
四条畷体育館・松下電器体育館
◆テニス部
関西学生春季テニストーナメント本選
６／２（土）～９（土）
靱テニスセンター
◆ゴルフ部
関西女子学生選手権予選
６／４（月）
◆混声合唱団「ひびき」
関西学生混声合唱連盟 第３８回定期演
奏会
６／７（木）
フェスティバルホール
◆少林寺拳法部
第４５回少林寺拳法関西学生大会
６／９（土）
舞洲アリーナ
◆吟詩部
第５０回明治大学関西大学交歓吟詠発表会
６／１０（日）
千里山キャンパスＫＵシンフォニーホ
ール

○
月
刊
「
水
」
発
行
所

◆
第
三
十
九
回
月
刊
「
水
」
賞

環
境
都
市
工
学
部
教
授

和
田

安
彦

（
平
成
十
九
年
四
月
九
日
）

○
文
学
部
教
授

伊
藤

誠
宏

著『
１７
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
法
家
証

言
集
―
名
詞
の
性
―
』

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
准
教
授

村

田

忠
彦
編
著

『
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

と
は
何
か
（
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
戦
略
研
究
叢
書
第
５
巻
）』

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
・

多
賀
出
版
・
定
価
五
千
二
百
五

十
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

吉
田

永
宏
著

『
日
本
近
代
文
学
と
思
想
性
』

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
四

千
五
百
十
五
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

陶

徳
民
著

『
明
治
の
漢
学
者
と
中
国
―
安

繹
・
天
囚
・
湖
南
の
外
交
論
策
―
』

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
四
百
六
十
五
円
�
税
込
�
）

○
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

靜

哲
人
著

『
基
礎
か
ら
深
く
理
解
す
る
ラ

ッ
シ
ュ
モ
デ
リ
ン
グ
―
項
目
応

答
理
論
と
は
似
て
非
な
る
測
定

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
―
』

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二

千
九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

河
田

悌
一

著『
書
の
風
景
―
書
と
人
と
中
国

と
―
』

（
平
成
十
九
年
四
月
十
日
・
二

玄
社
・
定
価
千
六
百
八
十
円

�
税
込
�
）

○
経
済
学
部
教
授

安
喜

博

彦
著

『
産
業
経
済
論
―
寡
占
経
済
と

産
業
展
開
―
』

（
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
・

新
泉
社
・
定
価
三
千
六
百
七
十

五
円
�
税
込
�
）

そ
の
国
で
暮
ら
し
て
学
ぶ
言
葉
・
文
化

７
コ
ー
ス
計
１９０
人
を
募
集
中

人
権
意
識
を
高
め
よ
う

講
演
会
な
ど
開
き
啓
発

ラ
ト
ビ
ア
の
女
性
合
唱
団

本
学「
ひ
び
き
」と
ジ
ョ
イ
ン
ト

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

５月
２７日

Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
’
�

テ
ー
マ
は
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エース石井が
精神力で圧倒
毎日練習三昧の日々

をすごす石井是選手
（社1）は、世界選手権
への最終選考に残る本
学アーチェリー部きっ
ての強豪。２分間に３
本、３時間で計７２本の矢を放つアーチェリーでは、精神
力と体力の両方が要求されるが、３月に竣工した養心館
という専用練習場を備えた今期、石井の姿を見ない日は
ない。圧倒的な練習量と精神力を兼ね備えたエースを先
頭に、昨年の雪辱を果たす準備は万全だ。

（商学部４年次生　主務　大西　杏奈）

今
年
も
ま
た
、「
関
関
戦
」で
熱
く
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
本
学
と
関
西
学
院
大
学
の
両
校
が
全
ク

ラ
ブ
を
統
一
し
て
同
じ
日
程
、
同
じ
場
所
で
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
る「
総
合
関
関
戦
」。
三
十
回
目
と
な
る
今
年
は
、
敵
地
・

関
学
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が
戦
い
の
場
と
な
る
。
昨
年
は
二
十

二
勝
十
敗
二
分
と
大
勝
し
、
四
年
振
り
に
総
合
優
勝
を
果
た
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
通
算
成
績
は
十
五
勝
十
四
敗
と
本
学
が
一
歩

リ
ー
ド
。
ア
ウ
エ
ー
と
い
え
ど
今
年
も
関
学
に
「
強
い
関
大
」

を
見
せ
つ
け
て
ほ
し
い
。

試合日程�
前哨戦（５月１８日以降のみ）�

第1日／6月１４日（木）�

5月27日……………陸上競技�
5月27日……………水上競技�
6月2日……………ハンドボール�
6月2・3日……… 弓道�
6月8日……………自動車�
6月9・10日……  ヨット�

開会式�
アイスホッケー、サッカー、ソフ
トテニス、テニス、バスケットボ
ール、野球、レスリング�

アメリカンフットボール、ゴルフ、
バドミントン、バレーボール、
陸上ホッケー�

合気道、アーチェリー、空手道、
器械体操、剣道、拳法、古武道、
射撃、少林寺拳法、相撲、漕艇、
卓球、なぎなた、軟式野球、馬術、
フェンシング、ラグビー�
閉会式�

第2日／6月１５日（金）�

第3日／6月１６日（土）�

30

節
目
節
目
の
第 

　
回
大
会

　
回
大
会�

節
目
の
第 

　
回
大
会�「
強
い
関
大
」
連
覇
め
ざ
す�

関
西
学
院
大
学
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で 

６
月
14
日
か
ら
３
日
間�
関
関
戦
を
応
援
に
行
こ
う�
総合�

主将・伊藤の一振り
関大脅威のクリーンアップトリ

オに続く、６番・伊藤貴美選手（文
４）は、今年・昨年のリーグ戦で
みせた逆転３ランホームラン、代
打逆転満塁ホームランと、ここ一
番の勝負強さが自慢の外野手だ。
主将として、レギュラーを鍛える
のはもちろんのこと、レギュラー
外の選手への気配りも忘れない
彼の野球哲学は、「野球をするた
めには、野球だけではだめだ」の一言に集約される。宿
敵である関学との一戦、新たなドラマを見逃すな。

（経済学部３年次生　主務　影山　悠太）

鈴木コーチの指導で必勝体制
アイスホッケー界で、鈴木

宣夫と言えばサッカーのカ
ズ、野球のイチローと言って
も過言ではないスタープレー
ヤー。その鈴木氏が、わがア
イスホッケー部のコーチに着
任するとは、にわかに信じら
れなかったのが、数カ月前の
正直な思いだ。関西大学アイ

スアリーナが完成し、リンクでの練習が毎日可能な環境
に加え、鈴木氏というスターをコーチに迎え、日本一も
夢ではなくなった今、興奮と心地よいプレッシャーの中
でチームのコンディションは万全。関関戦での負け試合
は考えられない。

（社会学部４年次生　主務　神田　浩平）

明るい主将
坂田の堅守

ウッドペッカーとは、おしゃべ
りで有名なあのベッカムのあだ名
だが、負けず劣らず明るく饒舌な
わがアメフト部主将坂田仁志選手
（社４）。ディフェンスの要である
ラインバッカーを務める坂田は、
相手オフェンスとのマンツーマン
を得意とし、長身の彼はリーチを
活かして、パスコースへの侵入を
防ぐ。アメフトならではの激しいプレー、勇気あるプレ
ーは必見。主将でもある坂田選手を中心として、チーム
力で関学に挑む。

（経済学部４年次生　主務　櫻間　啓之）

中国スタイルの祢屋
昨年、中国への卓球留学を果たし

た祢屋康介選手（文3）は、何に対し
ても前向き、意欲たっぷりに挑んで
いくがんばり屋だ。留学先では、専
修である中国語の習得にも励み、卓
球のスキルはもちろん、同じ目的を
持った多国籍な学生たちと触れ合う
環境で、精神的にも大きく成長して
帰国を果たした。両面ラバー、ペン
ホルダーのラケットから放たれる裏
面フリックと、変幻自在なサーブテクニックは中国スタ
イルだ。学生タイトルはもちろん世界を念頭にプレーす
る祢屋を筆頭に、関学に圧勝すること間違いない。

（経済学部４年次生　主務　湯浅　昌彰）

今期絶好調の辻本
拳法部主将の辻本悠祐選手（文４）の得意技は、

面蹴り。足の甲の外側で顔面防具と首の間を狙
って、相手に気取られずいかにすばやく蹴り上
げるかがポイント。今期は、西日本学生拳法選
手権大会で男女ともに団体優勝。辻本選手は、最優秀選手賞のタイトルを
獲得した。高校時代からはじめた拳法キャリアにおいて初の栄冠を勝ち取
り、調子も右肩上がり。関学にも得意の面蹴りを決めるぞ！

（法学部４年次生　主務　秦　佑樹）

拳法部

コートいっぱい
高須賀が駆け巡る
コートを駆け回るスタミナと

相手を翻弄する頭脳の両方を兼
ね備えたバドミントンプレーヤ
ー・高須賀大輔選手（工３）にオ
フはない。テスト期間中にも欠
かさない走りこみと中央体育館
のマシンを使った筋力トレーニ
ング。小柄な体型を活かした小
回りのきくプレーで、長身の相
手を前後に揺さぶる試合は必見
だ。関西リーグ新人賞というタ
イトルをもつ高須賀を筆頭に、
昨年に引き続き関学を下す。

（商学部４年次生　主務　山元　雄揮）

アーチェリー部 野球部

バドミントン部 アイスホッケー部

卓球部アメリカンフットボール部

四
月
に
桜
が
華
や
か
に
咲

い
て
い
た
時
期
も
終
わ
っ

て
、
新
緑
が
芽
生
え
、
日
ご

と
に
よ
り
力
強
い
緑
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
桜
の
花
と

共
に
入
学
し
た
諸
君
が
勉
学

や
ク
ラ
ブ
活
動
、
友
人
と
の

懇
親
を
通
じ
て
、
新
た
な
芽

生
え
を
感
じ
始
め
て
い
る
こ

と
と
、
緑
が
よ
り
濃
く
な
っ

て
い
く
こ
と
と
は
リ
ズ
ム
を

一
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

本
号
の
特
集
記
事
で
は
、

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
木
々
も
一
年
の
四
季

に
合
わ
せ
た
変
化
を
見
せ
る

と
と
も
に
、
年
月
を
積
み
重

ね
て
成
長
し
て
い
く
。
大
学

に
入
学
し
、
新
緑
を
芽
吹
か

せ
始
め
た
新
入
生
を
は
じ
め

在
学
生
の
多
く
が
、
大
学
で

の
経
験
を
積
み
重
ね
て
よ
り

濃
い
緑
へ
、
よ
り
大
き
な
幹

と
枝
へ
と
成
長
し
て
い
く
と

同
時
に
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

を
じ
っ
く
り
と
考
え
る
五
月

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

（
廣
田

俊
郎
）

�編集後記�
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宮
下

真
一
（
み
や
し
た

し
ん
い
ち
）
准
教
授

専
門
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
研
究
。
今
後
は
、

交
通
と
流
通
の
境
界
領
域

を
融
合
さ
せ
た
物
流
シ
ス

テ
ム
研
究
に
取
り
組
む
予

定
。
主
な
論
文
に
、「
需
給

チ
ェ
ー
ン
・
シ
ス
テ
ム
の

事
例
分
析
」、「
流
通
在
庫

か
ら
見
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
構
造
変
化
分

析
」
な
ど
。
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